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民家にて＊表紙絵 甲斐大策

ペシャワール会は1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されまし

た。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っています。



1992年 11月25日 ペシャワール会報 (2) 

遺棄された忘射砲や弾薬（「毎日新閲社」提供）

峠
を
越
え
た
我
々
は
十
一
月
二
六
日
夕
刻
、
ク
ナ
ー
ル

河
畔
に
到
瘤
、
日
没
寸
前
に
渡
河
し
た
。
ク
ナ
ー
ル
河
は
、

東
部
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ノ
シ
ュ
山
脈
渓
谷
の
氷
雪
か
ら
溶
け
出

る
水
を
躾
め
、
カ
プ
ー
ル
河
に
合
流
す
る
。
幅
は
広
い
所

で
五
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
河
で
あ
る
。
そ
う
そ
う

と
流
れ
る
ク
ナ
ー
ル
河
の
諸
渓
谷
は
併
せ
て
四
国
以
上
の

ク
ナ
ー
ル
渡
河

＊
 

ダ
ラ
エ． 
ヌ
ー
ル
ヘ
の
道
(2) 

J
A
M
S
顧
間
医
mll

中

村

哲

戦
火
の
果
て

面
秘
が
あ
り
、
川
沿
い
に
沃
野
を
提
供
す
る
。

両
岸
の
迫
る
場
所
が
い
く
つ
か
あ
り
、
渡
し
が
往
来
す

る
。
水
牛
の
中
身
を
く
り
ぬ
い
た
皮
を
浮
袋
に
し
、
こ
れ

を
い
く
つ
か
並
べ
て
板
ぎ
れ
を
梨
せ
た
筏
で
、
四
メ
ー
ト

ル
四
方
く
ら
い
は
あ
る
。
船
頭
は
川
底
の
岩
を
変
領
よ
く

押
し
て
怠
流
を
斜
め
に
進
み
、

，同
こ
う
岸
に
た
ど
り
苓
く
。

真
ん
中
に
女

f
供
を
乗
せ
、
我
々
男
ど
も
は
端
に
骰
か
れ

る
。
手
足
を
く
く
ら
れ
た
牛
の
原
迎
を
留
め
る
浮
袋
が
、

ひ
ょ
う
き
ん
に
波
間
を
せ
わ
し
く
揺
れ
る
。
下
流
を
見
る

と
、
広
大
な
谷
側
に
燃
え
る
よ
う
な
夕
日
が
沈
み
か
け
、

川
面
は

一
lrn
に
荻
金
色
に
さ
ざ
め
き
輝
く
。
日
恐
れ
の
寒

風
で
チ
ャ
ダ
ル
に
身
を
く
る
む
人
々
の
姿
が
、
影
絵
の
よ

う
に
無
言
で
う
ご
め
く
。
美
し
い
自
然
の
梢
景
に
皆
し
ば

し
疲
れ
を
忘
れ
る
。

対
岸
の
ヌ
ー
ル
ガ
ル
の
宿
場
に
痛
い
た
時
に
は
、
日
は

と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
て
い
た
。

宿
場
と
い
っ
て
も
、
小
さ
な
チ
ャ
イ
ハ
ナ
（
茶
店
）
と

せ
い
ぜ
い

二
十
名
泊
ま
れ
る
粗
末
な
宿
が
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
ち
ょ
う
ど
、
川
下
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
方
圃
か
ら
来

た
ゲ
リ
ラ
の
一
部
隊
と
宿
を
共
に
し
た
。
長
ら
く
政
府
東

の
要
衝
と
し
て
堅
牢
を
誇
っ
た
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
は
、
虹

に
陥
落
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
彼
ら
の
話
か
ら
、
市
内
で

は
相
当
の
激
戦
が
あ
り
、
激
高
し
た
占
領
部
隊
の
報
復
で

多
数
（
お
そ
ら
く
数
千
名
）
の
議
牲
が
出
た
こ
と
が
想
像

さ
れ
た
。

し
か
し
、
翌
年

一
月
の
米
篠
の
武
器
供
与
停
什
は
確
実

な
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
反
政
府
勢
力
の
同
市
制

圧
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
—
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
間
の
交
通
を
再

間
し
、
カ
イ
ハ
ル
峠
は
当
然
刷
く
だ
ろ
う
、
我
々
の
泊
動

が
今
よ
り
容
易
に
な
る
時
期
は
辿
く
な
い
、
と

一
同
は
明

る
い
気
分
を
取
り
戻
し
た
。
歩
き
ず
く
め
だ
っ
た
我
々
は
、

我
事
を
取
る
と
泥
の
よ
う
に
眼
り
に
落
ち
た
。

戦
火
の
果
て

十

一
月
二
七

H‘

我
々

一
行
は
目
椋
の
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー

ル
渓
谷
の
人
り
口
に
到
着
し
た
。
未
明
に
宿
を
出
て
か
ら
、

相
乗
り
の
ジ
ー
プ
で
三
時
間
、
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
の
流
れ

呆
て
た
道
路
を
行
く
。
か
つ
て
は
肥
沃
な
盆
地
が
川
沿
い

．
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
が
、
水
蹄
は
破
壊

さ
れ
て
枯
渇
し
、
漠
々
た
る
荒
野
と
見
違
う
耕
地
と
村
洛

の
残
骸
が
至
る
と
こ
ろ
に
広
が
っ
て
い
る
。
瓦
礫
の
山
と

化
し
た
部
落
の
跡
が
痛
ま
し
い

。
一
九
八
八
年
以
来
絋
い

た
「
復
典
援
助
」
の
鳴
り
物
人
り
の
騒
ぎ
は
完
全
に
停
止

し
て
い
た
。

ク
ナ
ー
ル
沃
谷
全
体
に
は
政
治
党
派
が
乱
立
し
、
め
い

め
い
の
思
惑
で
動
い
て
い
た
。
食
料
に
さ
え
事
欠
く
仕
民

自
身
は
、
鎌
で
も
こ
の
色
分
け
に
区
分
さ
れ
て
生
き
延
び

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
本
音
は
而
従
腹
背
で
、
「
今
は

や
む
を
得
な
い
」
と
い
う
の
が
真
情
で
あ
っ
た
。
政
治
抗

争
に
部
族
対
iy
が
絡
み
、
近
隣
諸
国
と
大
国
の
十
渉
が
あ

り
、
政
梢
は
複
雑
を
極
め
て
い
た
。

＊
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渓
谷
出
身
の
ム
ー
サ
ー
は
、
見
慣
れ
た
光
景
と
は
い
え
、

懐
か
し
さ
と
怒
り
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
肉
親
の
多
く
を
殺

さ
れ
、
彼
も
ま
た
一
ゲ
リ
ラ
隊
を
率
い
て
郷
土
を
守
っ
て

呆
敢
に
戦
っ
た
。
ソ
連
軍
の
撤
退
し
た
現
在
、
な
ぜ
内
戦

が
続
く
の
か
、
な
ぜ
我
々
を
そ
っ
と
し
て
置
か
な
い
の
か
。

彼
ら
は
こ
の
混
乱
の
元
凶
た
る
何
者
か
に
対
し
て
、
戦
争

時
以
上
の
闘
争
心
と
情
熱
を
た
ぎ
ら
せ
て
い
た
。
だ
が
、

・
今
そ
れ
は
診
療
所
建
設
の
意
欲
と
し
て
具
体
的
な
目
標
を

与
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

ア
バ
タ
の
よ
う
な
砲
弾
の
痕
で
荒
れ
た
道
路
を
、
ク
ナ

ー
ル
河
沿
い
に
走
る
。
大
き
な
弾
痕
を
避
け
る
た
め
サ
イ

ン
カ
ー
ブ
を
描
い
て
ジ
ー
プ
が
行
く
。
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

（
「
鉗
日
新
聞
」
よ
り
）

ン
復
拠
支
援
」
の
国
際
救
設
活
動
は
、
道
路
舗
装
―
つ
満

足
に
実
施
し
得
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
ド
イ
ツ
と
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
系
の
難
民
救
援
団
体
が
巨
額
を
費
や
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
金
は
い
ず
こ
か
に
消
え
、
現
地
は
放
附

さ
れ
た
に
等
し
か
っ
た
。
所
詮
、
ゆ
き
ず
り
の
外
国
人
に

と
っ
て
は
紙
上
の
業
績
が
重
要
だ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

こ
こ
か
ら
約
一
一
時
間
の
道
程
で
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓

谷
の
人
り
口
、
シ
ェ
イ
ワ
に
着
く
。
こ
の
シ
ェ
イ
ワ
か
ら

さ
ら
に
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
れ
ば
か
つ
て
の
政
府
軍
要

衝
都
市
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
が
あ
る
。
シ
ェ
イ
ワ
南
方
、

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
か
ら
見
る
と
河
を
挟
ん
で
真
向
か

い
に
小
高
い
山
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
砲
台
が
こ
の
道
路

を
に
ら
ん
で
い
た
。
一
九
九
一
年
二
月
の
予
備
調
査
に
訪

れ
た
際
、
砲
弾
を
我
々
に
見
舞
っ
た
地
点
で
あ
る
。

小
規
模
な
こ
ぜ
り
あ
い
以
上
の
戦
闘
は
な
く
、
ク
ナ
ー

ル
河
沿
い
の
盆
地
は
全
体
的
に
相
対
的
な
安
定
状
態
に
入

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
一
歩
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
に
人
れ

ば
、
住
民
は
殆
ど
独
立
し
た
自
治
体
制
に
あ
り
、
政
治
的

影
響
を
強
く
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
と
く
に
ダ
ラ
エ
・

ヌ
ー
ル
渓
谷
内
部
は
完
全
な
自
治
態
勢
下
に
あ
る
。
渓
谷

下
流
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
族
が
占
め
、
冊
定
四
万
人
の
約
半

数
が
難
民
化
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
国
境
バ
ジ
ョ
ウ
ル
難

民
キ
ャ
ン
プ
に
移
っ
て
い
る
。
上
流
の
少
数
民
族
で
あ
る

ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
族
の
殆
ど
は
戦
争
中
も
難
民
化
せ
ず
、
山

奥
の
自
給
自
足
生
活
に
耐
え
て
い
る
。

す
で
に
渓
谷
で
は
戦
争
中
か
ら
J
A
M
S
の
下
1
作
が

行
わ
れ
て
お
り
、
各
村
に
協
力
的
な
者
が
多
数
居
て
、
我

々
の
調
査
に
快
く
協
力
し
て
く
れ
た
。
一
週
間
の
平
和
な

山
歩
き
は
快
適
で
、
お
お
よ
そ
の
実
情
は
調
べ
る
こ
と
が

渓
谷
の
地
勢
と
民
族
…
…
…
…
•
•
*

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
は
三
千
—
四
千
メ
ー
ト
ル
の
尾

根
（
最
高
峰
ク
ン
ド
ゥ
四
五
二
六
メ
ー
ト
ル
）
に
囲
ま
れ

る
地
域
で
あ
る
。
日
本
の
「
郡
」
以
上
の
広
さ
が
あ
る
。

そ
の
北
部
山
岳
地
幣
は
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
放
の
居
住
地
で
あ

り
、
渓
谷
上
流
は
そ
の
一
部
の
部
族
が
住
み
、
附
部
方
言

の
パ
シ
ャ
イ
ー
を
母
語
と
す
る
。
同
渓
谷
の
パ
シ
ャ
イ
ー

族
の
推
定
人
口
は
約
三
ー
四
万
人
、
険
し
い
山
の
斜
面
に

集
落
を
な
し
て
住
み
、
殆
ど
は
半
農
半
牧
で
、
狭
い
耕
地

に
小
麦
を
作
っ
て
自
給
自
足
し
て
い
る
。
渓
谷
上
流
に
な

る
ほ
ど
耕
地
も
狭
く
、
一
見
し
て
そ
の
生
活
は
厳
し
い
。

主
食
は
下
流
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
と
同
様
、
小
麦
粉
を
焼

い
た
ナ
ー
ン
、
パ
ニ
ェ
ー
ル
（
チ
ー
ズ
）
、
豆
類
で
、
鶏

や
肉
類
は
客
人
や
祝
事
の
時
の
み
食
べ
る
。
絶
対
的
な
力

ロ
リ
ー
不
足
で
、
乳
幼
児
に
は
マ
ラ
ス
ム
ス
（
栄
養
失
調

の
一
型
）
が
極
め
て
多
い
。

現
金
収
人
源
は
、
ヤ
ギ
や
羊
・
乾
燥
果
物
な
ど
と
共
に
、

未
精
製
の
麻
薬
（
ケ
シ
）
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
村
で
は

ケ
シ
栽
培
廃
止
を
ジ
ル
ガ
（
長
老
会
議
）
で
決
定
し
て
お

り
、
ケ
シ
栽
培
は
減
少
し
て
い
る
。
士
地
所
有
は
自
作
が

殆
ど
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
ク
ナ
ー
ル
の
ハ
ー
ン
（
パ
シ

ュ
ト
ゥ
ン
の
領
主
）
に
属
す
る
も
の
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
は
か
つ
て
カ
フ
ィ
リ
ス
タ
ン
（
異
教
徒

の
国
）
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
一
世
紀
は
ど
で
イ
ス
ラ
ム
化
し

た
所
で
あ
る
。
数
世
紀
は
変
わ
ら
ぬ
伝
統
朴
会
を
守
っ
て

お
り
、
下
流
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
部
族
以
上
に
パ
シ
ュ
ト
ゥ

ン
ら
し
い
習
慣
を
残
し
て
い
る
。

で
き
た
。
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破壊された家屋に住む人々（「毎日新聞社」提供）

即
ち
、
男
性
優
位
の
社
会
、
家
族
の
敵
対
と
復
嬰
法、

男
女
陪
離
、
客
人
の
も
て
な
し
、
ジ
ル
ガ
（
長
老
会
議
）

に
よ
る
自
治
制
な
ど
で
あ
る
。
男
性
は
殆
ど
が
パ
シ
ュ
ト

ゥ
語
を
も
解
し
、
服
装
も
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
と
大
差
な
い
が
、

女
性
は
古
来
の
伝
統
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
。

農
耕
は
女
性
の
労
働
、
牧
畜
は
男
性
の
労
働
で
、
一
応

の
分
業
が
あ
る
。
家
族
に
も
よ
る
が
、
女
性
の
労
働
は
一

．
般
に
苛
酷
で
あ
り
、
少
女
期
よ
り
農
耕
の
や
り
方
を
教
え

ら
れ
、
適
齢
期
に
な
る
と
買
い
取
ら
れ
る
。
し
か
し
、
パ

シ
ュ
ト
ゥ
ン
と
異
な
っ
て
比
較
的
開
放
的
で
、
顔
を
覆
う

こ
と
は
な
い
。

し
ば
し
ば
発
生
す
る
の
は
「
ザ
ル
・
ザ
ン
・
ザ
ミ
ー
ン

（
女
・
金
・
土
地
）
」
に
関
す
る
事
件
で
、
こ
れ
が
「
ド
シ

ュ
マ
ン
（
敵
）
」
を
作
る
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ

と
に
女
を
奪
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
男
た
ち
は
監
視
の
目

を
ゆ
る
め
ず
、
家
を
長
期
に
空
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

戦
争
の
影
響
と
塵
村
の
解
体
…
•
•
*

一
九
七
九
年
十
二
月
の
ソ
連
軍
進
攻
直
後
か
ら
、
ク
ナ

ー
ル
は
「
封
建
性
の
温
床
」
と
さ
れ
て
徹
底
的
な
攻
蛇
を

受
け
た
。
ソ
連
軍
の
撤
退
す
る
一
九
八
九
年
ま
で
、
ク
ナ

ー
ル
と
そ
の
周
辺
の
渓
谷
は
ソ
連
1
1
カ
ブ
ー
ル
政
権
の
支

配
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
農
民
た
ち
は
戦
火

を
逃
れ
て
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
国
境
地
帯
に
難
民
と
し
て
逃

れ
た
。
そ
の
数
は
ク
ナ
ー
ル
盆
地
全
体
で
五
十
万
人
以
上

と
い
わ
れ
る
。

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
で
も
、
当
然
激
し
い
内
戦
が
展

開
さ
れ
た
が
、
軍
の
攻
繋
は
渓
谷
下
流
域
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ

ン
部
族
民
に
集
中
し
、
少
数
民
族
の
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
部
族

は
概
ね
戦
火
を
免
れ
た
。
こ
れ
は
政
治
的
に
重
要
性
が
薄

か
っ
た
た
め
と
、
険
峻
な
山
岳
地
帯
は
占
領
維
持
が
困
難

で
あ
る
た
め
で
、
事
実
、
地
区
の
ゲ
リ
ラ
部
隊
は
こ
の
山

岳
地
帯
を
根
城
に
し
て
頑
強
な
抵
抗
を
続
け
て
い
た
。
J

A
M
S
の
渓
谷
出
身
者
も
そ
の
仲
間
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
下
流
域
で
は
破
壊
が
甚
だ
し
く
、
は
と
ん
ど

廃
村
に
近
い
村
も
あ
る
。
難
民
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
側
に

逃
れ
た
も
の
は
約
―
―
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
る
。
ソ
連

II

政
府
軍
の
去
っ
た
蜆
在
、
農
民
た
ち
は
三
々
五
々
帰
郷
し

始
め
て
は
い
た
が
、
今
度
は
イ
ス
ラ
ム
諸
党
の
内
部
抗
争

や
医
療
へ
の
不
安
な
ど
か
ら
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
す

ぐ
に
は
捨
て
き
れ
な
い
の
が
実
情
だ
っ
た
。
ま
た
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
な
ど
大
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
の
困
難
な
こ
と
、
長

い
難
民
生
活
の
間
に
若
い
惟
代
が
現
金
生
活
に
慣
れ
て
農

業
に
復
帰
で
き
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
戦
火
の

残
し
た
も
う
―
つ
の
目
に
見
え
ぬ
爪
痕
は
、
肉
親
の
間
に

敵
対
関
係
を
多
く
生
み
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
政
府
軍

協
力
者
」
と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
た
家
族
が
帰
郷
す
る
の

は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
殆
ど
独
力
で
耕
作

は
始
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
渓
谷
に
関
す
る
限
り
、
幸
い

地
雷
の
埋
設
は
な
い
。
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
も
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン

族
も
、
渓
谷
の
住
民
は
何
れ
の
党
派
か
ら
も
自
由
で
あ
り
、

昔
な
が
ら
の
自
治
を
巧
み
に
守
っ
て
い
た
。
伝
統
的
な
ジ

ル
ガ
に
よ
る
統
制
が
弱
ま
っ
て
は
い
た
が
、
地
元
ゲ
リ
ラ

指
導
層
が
地
域
の
防
衛
と
秩
序
維
持
に
あ
た
っ
て
い
た
。

（
つ
づ
く
）

•••
••
•••.

••••••••••••

••
••••••

••••••••

•• 

一
九
四
六
年
福
岡
市
に

・

ヽ

生
ま
れ
る
。
一
九
七
三

~

＾
団

[̀[[1[

、
；
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ

．

ス
ピ
タ
ル
に
赴
任
。
ら

~

~
い
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
ア
フ
ガ
ン
難
民
~

~

の
診
療
に
携
わ
る
と
共
に
＿
九
八
六
年

J
A
M
S

~

~

（
ジ
ャ
パ
ン
＇
ア
フ
ガ
ン
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
を
設
立
。
長
~

~

期
的
展
望
に
立
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
無
医
地
区
で
の

・

~

診
療
モ
デ
ル
の
創
出
を
め
ざ
し
つ
つ
現
在
に
至
る
。
著
り

~

書
に
『
ペ
シ
ャ
ワ
—
ル
に
て
』
（
石
風
社
）
『
ペ
シ
ャ
ワ
—
~

・
ル
か
ら
の
報
告
』
（
河
合
文
化
研
究
所
）
が
あ
る
。

・

•.
••••

••.•

.•..

•••
••••

•••.•••

••••••••••• 
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私
が
中
村
学
園
大
学
に
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ

て
間
も
な
く
、
中
村
哲
君
が
学
長
室
に
や
っ
て
来

た
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
（
以
下

J
o
c
s
)
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で

働
く
医
帥
を
募
集
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ

た
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
経
歴
を
間
く
と
、
九

ペン:ヮ＇欠羹今

大
医
学
部
で
私
の
講
義
を
受
け
た
か
つ
て
の
学
牛

で
あ
っ
た
。
私
は
「
や
っ
と
現
れ
た
か
」
と
心
が

高
鳴
っ
た
。

話
は

一
九
六

一
年
の
三
月
に
さ
か
の
ほ
る
が
、

私
は

J
o
C
S
の
理
事
と
し
て
米
子
に
赴
き
、
田

中
潔
医
学
部
長
に
面
会
、
公
衆
衛
生
学
の
助
教
授

の
岩
村
昇
君
を
、
一
一
年
間
休
職
の
状
態
で

J
o
c

s
か
ら
ネ
パ
ー
ル
に
派
遣
す
る
医
師
と
し
て
働
く

こ
と
を
許
可
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
お
願
い
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
串
情
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
福
岡
中
学
、
旧
制
福
岡
高
校
、
九
大
医

学
部
と
、
常
に
二
年
後
輩
で
あ
っ
た
彼
は
ス
ジ
を

通
す
男
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
呆
し
て
許
し
て
く
れ
る
か
し
ら
、
と
案
じ
て

い
た
が
、
即
座
に
「
そ
ん
な
男
が
う
ち
の
大
学
に

い
る
と
は
」
と
喜
ん
で
く
れ
た
時
は
は
っ
と
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
長
い
間
願
っ
て
い
た
の
に
、

私
の
教
え
た
学
生
か
ら
J
O
C
S
の
外
国
派
逍
医

と

、

だ

な

お

き

ペ
シ
ャ
ワ
—
ル
会
会
長
皿
四
田
店
匡
鉛

E

中
村
哲
君
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
派
遣
す
る
前
の
話

忍
霙
嗜

.4
目
9

鼻
寧縣

.‘
 

九
州
大
学
名
巻
教
授
）

報
や
中
村
君
の

に
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
ぜ
ひ
つ
け
加
え
た
い
の
は
、
中
村

君
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
い
ろ
い
ろ
配
慮
し
て
下

さ
っ
た
J
O
C
S
の
奈
良
常
五
郎
主
事
、
ま
た
中

村
君
の
担
当
理
事
で
あ
っ
た
長
崎
太
郎
君
（
私
の

教
え
た
学
生
の
一
人
）
、
さ
ら
に
中
村
社
が
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
行
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
下
さ
っ
た

福
岡
登
高
会
の
会
長
で
あ
ら
れ
た
新
貝
勲
氏
、
そ

し
て
特
に
、
中
村
君
の
た
め

J
o
c
s
時
代
か
ら

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
事
務
局
長
と
し
て
努
力
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
佐
藤
雄
二
君

（彼
の
結
婚
の
媒
酌

を
私
が
つ
と
め
た
）
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
み
霊
安

か
れ
と
切
に
祈
っ
て
筆
を
と
ど
め
る
。

『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
』

で
す
で

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

師
に
応
苗
空
す
る
者
が
い
な
い
の
を
淋
し
く
思
っ
て

い
た
。
そ
れ
が
今
、
目
の
前
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
私
の
中
学

（今
は
福
岡
高
校
）
と
大
学
の

後
輩
で
は
な
い
か
。
私
は
神
の
御
配
慮
に
心
か
ら

感
謝
し
た
。

そ
れ
か
ら
あ
と
の
こ
と
は
、
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●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

例
年
帰
国
す
る
と
研
修
に
追
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
幾
ら
か
余
裕
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
ね
。

藤
田
研
修
自
体
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
家
族
の
こ
と
と
か
世
間
的
な
こ
と

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
し
た
。

ー
今
年
の
研
修
は
ど
こ
で
受
け
ら
れ
ま
し

た
？

藤
田
ら
い
に
つ
い
て
は
岡
山
の
邑
久
光
明

園
と
束
京
の
多
磨
全
生
園
で
受
け
ま
し
た
。

あ
と
、
語
学
を
や
り
た
か
っ
た
の
で
こ
こ

（
事
務
局
）
で
二
週
間
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
人
の

方
か
ら
英
会
話
を
習
い
ま
し
た
。

内
容
は
。

ー
ウ
ル
ド
ゥ
語
は
ど
う
い
う
風
に
し
て
勉

強
し
ま
し
た
？

藤
田
ウ
ル
ド
ゥ
語
は
鉦
日
仕
中
を
終
え
た

医
学
用
語
か
ら
入
っ
た
ウ
ル
ド
ゥ
語

藤
田
さ
ん
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
い
て
今
年
で
三
年
め
。

＿
時
帰
国
中
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

に
余
念
の
な
い
彼
女
に
、
現
地
で
の
日
常
生
活
か
ら
悩
み
ま
で
を
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。
日
本
に
い
る
私
た
ち
は
、
現
地
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
を
と
か
く
美
化
し
が
ち
で

す
。

し
か
し
ワ
ー
カ
—
と
て
生
身
の
人
間
、
彼
等
の
悩
み
や
問
題
を
私
た
ち
も
で
き
る
限
り

共
有
す
る
こ
と
こ
そ
、
現
地
を
理
解
し
協
力
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

藤
田
今
年
は
眼
科
を
邑
久
光
明
園
の
吉
野

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
期
間

で
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
語
学
と
東
京
（
多
摩
全
生
圏
）
は

走
っ
た
わ
り
に
は
実
り
が
な
か
っ
た
よ
う
な

感
じ
で
。
英
語
は
日
本
に
い
る
と
使
わ
な
い

か
ら
ウ
ル
ド
ゥ
語
み
た
い
に
は
い
か
な
か
っ

た
で
す
ね
。

あ
と
、
中
村
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
次
の
日
に
は
使
う
よ
う
に
こ
こ
ろ
が

け
ま
し
た
。

伺
じ
言
策
を
何
回
も
何
阿
も
、
そ
れ
し
か

知
ら
な
い
の
で
、
機
会
を
見
つ
け
て
は
そ
の

言
薬
を
使
う
場
面
を
考
え
ま
し
た
。
同
じ
言r-

葉
を
何
回
も
使
っ
て
い
る
う
ち
に
段
々
と
国
叩

槃
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

自
分
で
辞
書
も
作
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

藤

田

日

本

語
1
1

ウ
ル
ド
ゥ
語
辞
典
で
す
ね
。

時
間
は
か
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
役
に
立
ち

ま
す
ね
。行

く
前
に
は
勉
強
さ
れ
ま
し
た
？

藤
田
い
や
ー
令
然
で
き
な
く
て
。
後
で
考

え
る
と
英
誘
も
ウ
ル
ド
ゥ
語
も
で
き
な
く
て
、

何
か
軽
い
気
持
ち
で
行
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
行
け
ば
ど
う
に
か
な
る
や
と
い
う
気

持
ち
で
。
今
考
え
る
と
、
恐
ろ
し
い
こ
と
を

し
て
た
な
あ
、
考
え
が
甘
か
っ
た
か
な
と
思

い
ま
す
。

|
—
行
っ
て
、

福
岡
徳
洲
会
病
院
所
属

J
A
M
S
看
譲
婦

藤
川
千
代
子

何
か
月
ぐ
ら
い
し
て
患
者
さ

や
っ
と
少
し
わ
か
っ
て
き
た

藤
田

ん
逹
と
意
思
疎
通
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
か
。

藤
田
中
村
先
生
は
普
通
の
日
常
会
話
か
ら

で
は
な
く
て
、
病
院
で
患
者
さ
ん
と
や
り
と

り
す
る
た
め
の
会
話
を
ま
ず
教
え
て
く
だ
さ

っ
た
ん
で
、
そ
の
ま
ま
使
え
て
い
た
の
で
、

い
つ
頃
か
ら
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。
ス
ム
ー
ズ
に
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

l

年
ぐ
ら
い
し
て
か

ら
で
す
。

—
初
め
は
医
学
用
語
か
ら
入
っ
た
ん
で
す

a
。
ー藤

田
は
い
、
あ
と
は
言
策
を
岡
き
換
え
て

日
常
話
に
入
り
ま
し
た
。
自
分
が
ど
う
す
る

か
、
ど
う
し
た
い
か
と
か
、
「
お
な
か
が
空

い
た
」
と
い
う
の
は
す
ぐ
覚
え
ま
し
た
よ
。

「
食
事
を
し
に
家
に
帰
る
」
と
か
、
食
べ
る

こ
と
に
関
し
て
は
J
白
早
<
{
見
え
る
み
た
い
で

す
ね
。

ま
ず
は
、
衣
食
住
の
食
か
ら
で
す
ね
。

藤
田
あ
と
は
、
買
い
物
と
か
。

買
い
物
は
自
由
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

藤
田
で
も
全
然
し
な
い
と
い
う
の
も
困
る

ん
で
、
カ
ン
ジ
ャ
ン

(
J
A
M
S
の
運
転
手

さ
ん
）
が
辿
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
け
ど
。

そ
れ
で
も
私
た
ち
が
行
く
の
は
せ
い
ぜ
い
ハ

ザ
ー
ル
の
人
り
口
の
八
百
屋
さ
ん
ぐ
ら
い
で

す
ね
。

そ
れ
は
か
な
り
不
自
由
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
、
で
も
カ
ン
ジ
ャ
ン
に
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事
務
局
で
語
る
藤
田
さ
ん

主
な
も
の
は
頼
め
る
の
で
凄
く
不
自
由
だ
な

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

ー
向
こ
う
で
の
日
常
生
活
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

藤
田
現
地
に
は
、
夏
時
間
と
冬
時
間
が
あ

っ
て
、
夏
間
間
だ
と
、
朝
は
七
時
四
十
五
分

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
わ
り
と
ス
タ
ッ
フ
が
時

間
に
ル
ー
ズ
な
ん
で
、
朝
だ
け
は
き
ち
ん
と

集
ま
っ
て
前
の
晩
の
患
者
さ
ん
の
状
態
と
か

を
皆
に
申
し
送
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
五
分
位
朝
礼
を
や
り
ま
す
。
最
近
の

こ
と
で
す
け
ど
。

そ
れ
を
習
慣
付
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
七

時
四
十
五
分
ま
で
に
き
っ
ち
り
出
勤
し
て
、

+
―
一
時
三
十
分
ま
で
仕
事
し
て
、
一
時
間
休

憩
を
と
り
ま
す
。
そ
の
後
四
時
三
十
分
ま
で

仕
事
で
す
。
四
時
三
十
分
か
ら
は
自
由
時
間

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
は
た
い
へ
ん

な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
家
に
帰
っ
て
食
事
を
し

た
り
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
で
す
。

日
曜
日
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
患
者

さ
ん
の
チ
ェ
ッ
ク
に
行
き
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は

J
A
M
S
の
ス

タ
ッ
フ
と
行
く
ん
で
す
か
。

藤
田
チ
ェ
ソ
ク
は
私
た
ち
女
性
ス
タ
ソ
フ

と
ミ
ソ
シ
ョ
ン
病
院
の
レ
プ
ロ
シ
ー
テ
ク
ニ

シ
ャ
ン
が
行
く
ん
で
す
け
ど
、
車
と
ド
ラ
イ

バ
ー
は
J
A
M
S
か
ら
で
、
州
政
府
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
も

一
緒
で
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま

す
か
。

藤
田
そ
う
で
す
ね
。
う
ま
く
い
っ
て
い
ま

す
よ
。
で
も
患
者
さ
ん
が
な
か
な
か
見
つ
け

に
く
い
ん
で
す
よ
。

そ
れ
は
女
性
を
探
す
と
い
う
こ
と
で
見

つ
け
に
く
い

。

藤
田
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
や
は

り
女
性
の
患
者
さ
ん
を
探
す
と
い
う
の
が
主

体
に
な
り
ま
す
ね
。

個
人
の
家
に
い
く
ん
で
す
か
。
そ
れ
と

も
ど
こ
か
に
集
ま
っ
て
き
て
も
ら
う
ん
で
す

、。力藤
田
大
休
患
者
さ
ん
の
家
を
探
し
ま
す
ね
。

あ
る
家
族
か
ら

一
人
ら
い
の
患
者
が
出
た
ら

そ
の
家
族
全
員
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ん
で
す
。

患
者
さ
ん
の
家
に
は
な
か
な
か
行
き
稽
か

な
い
ん
で
す
よ
。
朝
九
時
三
十
分
ご
ろ
出
発

し
て
、
そ
の
家
を
見
つ
け
出
す
の
に

二
時
間

も
三
時
問
も
：
・
…
。
あ
ん
ま
り
能
率
は
良
く

な
い
ん
で
す
け
ど
、
州
政
府
の
人
が
け

っ
こ

う
熱
心
に
、
本
当
に
身
軽
に
動
か
れ
る
ん
で

す
。
一

生
懸
命
や
る
の
が
苫
に
な
ら
な
い
み

た
い
で
す
ね
。

|
-
Hに
何
家
族
ぐ
ら
い
。

藤
田
大
休
、
三
家
放
く
ら
い
で
す
か
ね
。

あ
ら
か
じ
め
行
く
と
辿
絡
し
て
い
な
い
の
で
、

い
な
か
っ
た
り
、
引
っ
越
し
し
て
い
た
り
す

る
ん
で
す
よ
。
住
所
が
正
確
に
記
入
さ
れ
て

い
な
い
せ
い
も
あ
っ
て
、
家
を
見
つ
け
る
こ

と
自
体
が
難
し
い
。
現
地
の
人
が

一
緒
だ
と

見
つ
け
や
す
い
ん
で
す
。
や
は
り
士
地
勘
が

あ
る
か
ら
一
緒
に
仕
事
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
ね
。

チ
ェ
ソ
ク
の
対
象
に
な
る
の
は
難
民
の

人
達
で
す
か
。

藤
田
難
民
の
人
逹
の
と
こ
ろ
へ
も
い
き
ま

す
し
、
酋
通
の
民
家
に
も
行
き
ま
す
。
で
も
、

行
っ
た
ら
大
変
な
ん
で
す
よ
。

言
葉
の
問
題

も
あ
る
し
、
ら
い
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、

そ
の
こ
と
に
も
時
間
が
か
か
る
し
。

患
者
さ
ん
た
ち
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
が
ほ
と

ん
ど
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
患
者
さ
ん
と
家

族
と
の
関
係
や
構
成
を
調
べ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ん
で
す
け
ど
、
最
初
の
頃
、
慣
れ
な
い

う
ち
は
す
ご
く
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
そ
の
う
ち
に
外
国
人
が
来
て
い
る
と

い
う
の
で
、
物
珍
し
い
の
か
己
心
が
痛
い
」

だ
の
「
腰
が
痛
い
」
だ
の
と
、
い
っ
ば
い
人

が
集
ま
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、

ど
の
人
が
患
者
さ
ん
の
家
族
か
わ
か
ら
な
く

な
る
ん
で
す
よ
。
最
初
は
頭
が
ご
ち
ゃ
ご
ち

ゃ
し
て
。
だ
か
ら
サ
ッ
と
チ
ェ
ソ
ク
し
て
サ

ッ
と
帰
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。
中
村

先
牛
に
よ
く
怒
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
わ
け
で
日
曜
日
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。

水
曜
日
は
手
術
日
で
朝
か
ら

一
日
手
術
を

し
て
い
ま
す
。

ー
手
術
は
誰
が
。

藤
田
中
村
先
生
で
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
人
の

中
村
先
生
と
手
術
に
従
事
す
る
藤
田
さ
ん
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普
通
の
日
の
午
前
中
と
午
後
の
仕
事
に

つ
い
て
説
明
し
て
下
さ
い
。

藤
田
午
前
中
は
大
体
患
者
さ
ん
の
手
や
足

の
傷
の
処
置
、
ガ
ー
ゼ
交
換
な
ど
で
、
大
体

そ
れ
で
終
わ
り
ま
す
ね
。
外
来
患
者
も
、
女

性
の
患
者
さ
ん
だ
と
、
女
性
の
私
た
ち
じ
ゃ

な
い
と
診
れ
な
い
の
で
そ
ち
ら
に
行
っ
た
り

し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
熱
の
あ
る
人
を
見
た
り
、
女

性
患
者
の
病
棟
に
よ
く
い
っ
て
る
か
な
。
女

性
部
屋
に
い
く
と
、
こ
れ
が
ま
た
訴
え
が
多

い
ん
で
す
よ
。
「
や
っ
と
来
た
か
」
と
い
う

感
じ
で
、
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け
て
き
た
り
。

ー
女
性
の
患
者
さ
ん
た
ち
は
看
護
婦
さ
ん

に
対
し
て
は
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
く
る
ん
で
す

、。力藤
田
ほ
と
ん
ど
の
人
が
い
ろ
い
ろ
言
っ
て

き
ま
す
ね
。
「
子
供
が
で
き
な
い
」
と
か
こ

ち
ら
が
恥
ず
か
し
く
な
る
よ
う
な
こ
と
と
か
。

女
同
士
だ
と
か
な
り
開
け
っ
ぴ
ろ
げ
に

な
る
ん
で
す
か
。

藤
田
そ
う
で
す
ね
。
体
を
見
せ
て
く
れ
る

の
も
「
も
う
い
い
よ
」
と
い
う
ぐ
ら
い
。

ー
で
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
看
護
婦
さ

女
同
士
だ
と
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
げ

医
師
は
ま
だ
ち
ょ
っ
と
手
術
で
き
な
い
の
で
、

J
A
M
S
か
ら
ア
ー
ベ
ッ
ト
さ
ん
と
い
う
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
よ
ん
で
し
て
い
ま
す
。
彼
は

有
能
な
看
護
士
で
す
。

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
金
曜
日
が
休
日
に
な

ん
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
す
ね
。

藤
田
そ
う
な
ん
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
（
男

性
）
も
あ
ん
ま
り
女
性
部
屋
に
行
か
な
い
ん

で
す
よ
。
薬
を
配
り
に
い
く
と
か
、
回
診
の

時
ド
ク
タ
ー
に
つ
い
て
い
く
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

例
え
ば
中
村
先
生
の
よ
う
に
長
く
い
て
、

慣
れ
て
く
れ
ば
抵
抗
な
い
で
す
か
。

藤
田
そ
れ
で
も
中
村
先
生
一
人
の
と
き
は

見
せ
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
私
が

一
緒
だ
と

い
い
で
す
け
ど
。

—
要
す
る
に
二
人
き
り
で
は
だ
め
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

藤
田
え
え
、
あ
と
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
全
員

出
て
も
ら
っ
て
、
中
村
先
生
と
私
と
三
人
だ

っ
た
ら
い
い
み
た
い
で
す
。
そ
れ
で
も
服
を

は
ぐ
っ
て
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。

—
産
婦
人
科
は
あ
り
ま
す
か
。
出
産
は
病

院
で
す
る
ん
で
す
か
。

藤
田

J
A
M
S
の
近
所
に
産
院
が
あ
り
ま

す
が
、
家
で
産
む
人
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
サ
ダ
ー
カ
ッ
ト
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
）
の
奥
さ
ん
が
出
産
の
と
き
は
、

家
で
、

一
緒
に
住
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
と
妹

さ
ん
が
手
伝
っ
て
産
ん
だ
ら
し
い
で
す
よ
。

産
婆
さ
ん
な
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
子
供
が

多
い
か
ら
、
慣
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

、。力底
力
を
感
じ
る
モ
ス
リ
ム
達

り
ま
す
け
ど
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
は
ど
う

で
す
か
。

藤
田
ミ
ソ
シ
ョ
ン
病
院
は
キ
リ
ス
ト
教
系

の
病
院
な
の
で
日
曜
日
が
休
み
で
す
が
、
私

は
休
み
は
好
き
な
日
に
と
っ
て
い
い
ん
で
す

よ。

必
ず
、

そ
の

—
ス
タ
ッ
フ
は
皆
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
？

藤
田
え
え
、
サ
ダ
ー
カ
ッ
ト
以
外
は
全
員

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
。

|
—
患
者
さ
ん
は
モ
ス
リ
ム
が
ほ
と
ん
ど
で

し
ょ
う
。
病
院
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
改
宗
さ

せ
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
？

藤
田
そ
れ
は
な
い
で
す
ね
。
お
互
い
が
お

互
い
を
無
視
し
て
る
と
言
う
か
…
…
。

宗
教
的
な
こ
と
で
何
か
感
想
を
持
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

藤

田

う

1
ん
、
た
だ
、
根
強
い
な
あ
と
い

う
こ
と
は
感
じ
ま
す
ね
。
ち
い
さ
な
子
供
で

も
コ
ー
ラ
ン
の
こ
と
を
頭
に
い
れ
て
て
、
ち

ゃ
ん
と
説
明
し
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。

ー
私
た
ち
は
仏
教
の
こ
と
を
説
明
で
き
な

い
で
す
よ
。

藤
田
私
も
で
き
ま
せ
ん
よ
。
そ
れ
に
、
皆

が
同
じ
神
様
ア
ラ
ー
の
み
を
信
じ
て
い
る
の

で
底
力
が
あ
る
と
言
う
か
、
根
強
い
も
の
を

感
じ
ま
す
。

子
供
達
は
学
校
に
行
っ
て
ま
す
？

藤
田
行
っ
て
い
る
子
も
、
い
な
い
子
も
い

ま
す
ね
。

小
さ
い
子
が
入
院
す
る
と
、

男
性
患
者
に
は
気
を
使
う

部
屋
の
大
人
が
コ
ー
ラ
ン
を
読
ん
で
あ
げ
て

る
ん
で
す
よ
。
な
か
な
か
い
い
光
景
で
す
ね
。

目
が
不
自
由
な
人
が
い
る
と
、
今
度
は
そ
の

子
が
コ
ー
ラ
ン
を
読
ん
で
あ
げ
る
と
か
。

そ
ら
A

コ
ー
ラ
ン
は
語
じ
て
い
る
ん
で
す
か
。

そ
れ
と
も
読
ん
で
い
ま
す
か
。

藤
田
何
か
読
ん
で
い
る
み
た
い
で
す
け
ど
、

読
め
な
い
子
も
い
る
で
し
ょ
う
ね
。

そ
う
言
え
ば
、
宗
教
的
な
こ
と
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
け
ど
、

一
緒
に
働
い
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
は
ほ
と
ん
ど
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
け

れ
ど
、
私
た
ち
と
の
接
し
方
と
い
う
か
態
度

が
モ
ス
リ
ム
の
人
と
は
違
う
ん
で
す
よ
ね
。

な
れ

ち
ょ
っ
と
馴
々
し
い
と
い
う
か
。
サ
ダ
ー
カ

ッ
ト
は
モ
ス
リ
ム
で
す
の
で
、
彼
は
ど
こ
か

パ
シ
ッ
と
距
離
を
置
い
て
い
る
と
い
う
か
、

他
の
ス
タ
ッ
フ
と
違
い
ま
す
ね
。

で
、
患
者
さ
ん
は
一

0
0
パ
ー
セ
ン
ト
モ

ス
リ
ム
で
す
か
ら
、
病
室
で
の
私
た
ち
の
や

り
取
り
を
見
た
ら
ど
う
思
う
か
な
と
い
う
の

を
去
年
、
は
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
難
し

い
で
す
ね
。

ー
日
本
人
と
し
て
は
普
通
で
も
、
あ
ち
ら

で
は
も
の
す
ご
く
馴
々
し
い
と
思
わ
れ
る
と

い
う
わ
け
で
す
か
？

藤
田
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
そ
れ
と
、

私
た
ち
は
病
棟
の
中
で
は
、
シ
ョ
ー
ル
は
被

っ
て
な
い
ん
で
す
ね
。
外
に
出
る
と
き
は
被
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り
ま
す
け
ど
。

一
度
、
す
ご
い
田
舎
か
ら
出
て
き
た
患
者

さ
ん
が
人
院
し
た
ば
か
り
の
頃
に
、
松
本
さ

ん
が
薬
を
配
り
に
病
室
に
入
っ
た
ら
し
い
ん

で
す
ね
。
そ
の
と
き
、
前
か
ら
い

る
患
者
さ

ん
は
何
と
も
な
い
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
、
そ

の
患
者
さ
ん
が
「
早
く
出
ろ
ー
．
」
っ
て
、
す

ご
く
真
剣
な
顔
で
追
い
出
そ
う
と
し
た
ら
し

い
ん
で
す
よ
。
彼
女
は
後
で
怖
か
っ
た
と
言

っ
て
い
ま
し
た
け
ど
。

患
者
さ
ん
と
石
設
婦
は
治
療
の
と
き
に

ど
う
し
て
も
触
れ
合
う
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

そ
れ
で
も
、
男
性
の
患
者
と
う
ま
く
距
離
を

取
っ
と
か
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
そ
こ
が

難
し
い
ん
で
す
ね
。

藤
田
例
え
ば
、

男
性
の
患
者
が

「
お
な
か

が
痛
い
」
と
な
っ
た
と
き
、
ス
タ
ソ
フ
を
連

患
者
さ
ん
に
声
を
か
け
な
か
ら
治
廂
す
る

ー
—
—
ち
ょ
う
ど
二
年
に
な
り
ま
す
け
ど
、
一

年
目
は
ま
ず
、
現
地
に
恨
れ
る
の
に
梢

一
杯

だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

藤
田
そ
う
で
す
ね
、
あ
っ
と
い
う
ま
で
し

た
も
ん
ね
。
本
当
に

一
年
前
は
「
わ
あ
、
何

し
に
き
た
っ
ち
ゃ
ろ
う
か
」
と
い
う
感
じ
で

し
た
か
ら
。
で
も
二
年
目
も
同
じ
で
、
本
当

に
役
に
立
た
ん
な
あ
と
い
う
愁
じ
で
す
よ
。

ー
こ
の
前
の
会
報
に
も
書
い
て
ま
し
た
よ

ね
。
で
も
、
自
分
が
役
に
立
た
な
い
と
思
う

の
は
、
二
年
目
に
な
っ
て
、
何
が
役
に
立
っ

て
、
何
が
役
に
立
た
な
い
か
が
見
え
て
く
る

か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

藤
田

そ
う
か
な
あ
…
…
。

自
分
が
役
に
立
た
な
い
と
自
覚
し
て

れ
て
い
っ
て
、
ど
こ
が
柄
い
か
ス
タ
ソ
フ
に

触
れ
て
も
ら
っ
て
み
る
ん
で
す
ね
。
ど
こ
ま

で
こ
ち
ら
が
触
っ
て
い
い
の
か
、
ま
だ
よ
く

わ
か
ら
な
い
か
ら
。
中
村
先
生
に
問
い
た
り

す
る
ん
で
す
け
ど
。

向
こ
う
が
拒
絶
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
足
の
傷
の
手
当
て
な
ん
か
は
抵
抗
は
な

い
み
た
い
で
す
け
ど
。

藤
田
傷
の
処
附
に
対
し
て
は
患
者
さ
ん
側

に
も
抵
抗
は
な
い
み
た
い
で
す
。
で
も
、
拐

性
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
、
背

中
を
見
る
と
き
と
か
、
服
を
は
ぐ

っ
て
も
い

い
の
や
ろ
う
か
と
い
う
気
持
ち
が
い
つ
も
あ

り
ま
す
ね
。

ら
い
と
い
う
の
が
す
ご
く
雅
し
い
ん
で
す

よ
。
い
っ
ば
い
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
領
域

が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
絶
対
に
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
で
、
過
剰
に
す
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
て
、
最
低
限
し
な
い
と
い
け
な
い
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
本
当
に
た

く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
の
が
段
々

分
か
っ
て
き
た
と
い
う
か
。
ら
い
と
い
う
も

の
が
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、

自
分
が
役
に
立
た
ん
な
あ
と
お
も
う
ん
で
す

ょ
。私

は
ら
い
の
現
場
で
働
い
た
こ
と
が
な
か

っ
た
し
、
そ
う
い
う
の
に
気
づ
く
の
が
遅
い

ん
で
し
ょ
う
ね
。
患
者
さ
ん
の
足
に
ど
う
い

う
靴
が
必
要
か
と
か
、
や
っ
と
分
か
っ
て
き

た
と
い
う
状
態
な
ん
で
す
。

ー
ら
い
と
い
う
の
が
普
通
の
感
染
症
と
迎

っ
て
劇
的
に
治
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
し
、

忍
耐
の
必
要
な
病
気
で
す
ね
。
合
併
症
の
間

題
と
か
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
出
て
く
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

藤

田

そ

う

で
す
ね
、
ほ
ん
と
に
自
分
が
役

に
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

ー
—
ど
う
い
う
と
ぎ

に
役
に
立
た
な
い
と
思

っ
た
り
、
苛
立
っ
た
り
し
ま
す
か
。

藤
田
う
ー
ん
、
も
う
こ
れ
に
つ
ぎ
る
ん
で

す
け
ど
、
現
地
の
人
と

一
緒
に
や
る
と
い
う

の
が
凄
く
難
し
い
ん
で
す
よ
。

自
分
が
満
足
す
る
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん

に
対
し
て
こ
れ
だ
け
や
っ
た
と
か
、
患
者
さ

（
次
号
に
続
く
）

ん
に
信
頼
さ
れ
た
と
か
で
い
い
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。
で
も
、
や
っ
ば
り
、
自
分
だ
け
禍

足
し
て
も
後
に
は
な
ー
ん
に
も
残
ら
な
い
ん

で
す
よ
。

ど
う
い
う
風
に
し
た
ら
現
地
の
人
と
や
っ

て
い
け
る
か
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
努
力
の

足
り
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

現
地
の
人
が
勁
か
な
い
と
す
る
で
し
ょ
。

す
る
と
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
状
態
が
続
く
わ

け
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
私
は
も
う
二
年
た

っ
た
わ
け
で
す
が
同
じ
な
ん
で
す
。
離
れ
て

み
れ
ば
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
全
然
進

歩
が
な
い
ん
で
す
よ
。

私
が
二
年
間
い
て
、
そ
の
人
逹
と
関
わ
っ

て
き
た
こ
と
が
役
に
立
た
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
、
と
か
、
や
り
方
が
悪
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
か
。
気
に
な
る
ん
で
す
。

ー
ス
タ
ッ
フ
の
間
題
で
す
ね
。
以
前
会
報

に
書
い
て
た
よ
う
に
長
い
目
で
見
れ
ば
少
し

は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

藤
田
そ
う
で
す
ね
。
ま
あ
、

一
年
目
に
行

っ
た
と
き
の
接
し
方
と
二
年
目
に
行
っ
た
と

き
と
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
た
な
と
は
m心い

ま
す
ね
。
ス
タ
ソ
フ
が
患
者
さ
ん
の
こ
と
で

相
談
し
て
く
る
こ
と
も
あ
る
し
。
一
年
目
は

こ
ち
ら
も
患
者
さ
ん
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
し
。
そ
う
い
う
面
で
は
変
わ
っ
た
な
あ

と
思
い
ま
す
ね
。
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●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ー

誓

ん

は

今

回

三
度
目
で
す
け
れ
ど
も
、

藤
田
さ
ん
の
話
で
は
、
回
り
の
人
達
が
：
も

う
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
、
い
う
よ
う
な
言

い
方
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
戻
る
こ
と
を
な

か
な
か
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と

を
開
い
た
ん
で
す
が
、
林
さ
ん
の
場
合
は
い

か
が
で
す
か
。

林
そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
「
（
林
さ
ん
を

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
）
や
ら
ん
会
」
と
い
う
の

を
作
ろ
う
な
ど
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、

私
の
場
合
、
（
年
齢
的
に
）
焦
り
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
旅
費
を
使
っ
て
巾
し
訳
な
い
け
れ

で
き
れ
ば
二
、

ウ
テ
ク
で

三
年
続

今
回
、
現
地
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
三
度
目
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
行
き
を
控
え
た
放
射
線
技
師
林
達

男
さ
ん
。

年
齢
・
言
葉
の
問
題
な
ど
、
事
務
局
の
不
安
を
見
事
に
払
拭
し
、
着
実
に
現
地
の
人
々
の
中

に
溶
け
込
み
、
存
在
を
根
付
か
せ
た
林
さ
ん
に
、
現
地
で
の
様
子
、
何
が
林
さ
ん
を
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
引
戻
す
の
か
、
な
ど
伺
い
ま
し
た
。
暖
か
い
心
と
人
生
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
林

さ
ん
の
お
話
は
、
言
葉
や
形
ば
か
り
に
捉
わ
れ
が
ち
な
私
達
へ
の
多
く
の
示
唆
を
含
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

9
,
1
,
’
,
9
・
 

ど
も
、
健
康
な
間
は
行
か
せ
て
く
れ
、
と
い

う
気
持
ち
で
す
。

健
康
な
間
は
行
か
せ
て
ほ
し
い

ー
奥
様
は
ど
ん
な
風
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
る

ん
で
す
か
？

林
行
く
な
、
と
は
言
い
ま
せ
ん
け
ど
。
暗

に
ね
。
「
そ
ん
な
（
身
体
の
）

状
態
で
行
け

る
と
ね
？
」
な
ん
て
言
っ
て
ま
す
が
：
．
．
．
．
o

—
言
う
て
も
開
か
ん
、
と
。

林
そ
う
、
そ
う
。

林
さ
ん
は
、
断
続
的
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
も
う
二
年
ほ
ど
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
行
か

れ
て
ま
す
ね
。
最
初
か
ら
そ
う
い
う
つ
も
り

だ
っ
た
ん
で
す
か
？

林
そ
う
で
す
ね
。

ハ
イ
テ
ク
な
ら
ぬ
口

け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
で

す
け
れ
ど
も
、
最
初
は
佐
藤
事
務
局
長
の
訃

報
で
昨
年
の
十
二
月
に
帰
国
し
、
二
回
目
は

ラ
マ
ザ
ン
明
け
に
酷
暑
を
避
け
て
婦
国
し
ま

し
た
。
今
度
は
ま
た
、
十
二
月
に
甥
の
結
婚

式
で
怖
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
現
地
の
人
は
、
や
は
り
何
度
も
戻
っ
て

く
る
林
さ
ん
を
賠
し
く
思
っ
て
い
る
の
で
す

か
？

林
そ
う
で
す
ね
。
何
度
も
「
帰
る
な
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
あ
、
社
交
辞
令
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
涙
ま
で
流
し
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
。

ー
林
さ
ん
に
と
っ
て
何
度
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
に
戻
っ
て
い
く
理
由
は
何
な
の
で
し
ょ
う

カ？・
林
患
者
さ
ん
で
す
か
ね
。
「
自
分
も
日
本

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
」
な
ん
て
患
者
さ
ん

た
ち
に
言
わ
れ
る
と
、
本
当
に
後
ろ
髪
を
引

か
れ
る
思
い
が
す
る
と
い
う
か
•
…••
O

J
A
M
S
放
射
線
技
師

林

達

男

I
'
-
`
¥
`
‘
,
!
、

事
務
局
の
”お
と
う
さ
ん
＂的
存
在
の
林
さ
ん
（
右
端
）

—
以
前
に
も
会
報
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

き
っ
か
け
は
中
村
先
生
の
『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

に
て
』
を
読
ん
で
触
発
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
お
母
様
を
看
取
ら
れ
て
後
、
行
こ
う
と

決
心
さ
れ
た
ん
で
し
た
よ
ね
。

ま
た
、
国
際
障
害
者
年
の
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
た
り
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
若
い
頃
か
ら
社
会
的
な
活
動
に
関
心

が
お
あ
り
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

林
そ
う
で
す
ね
。
及
ば
ず
な
が
ら
私
で
も

何
か
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と
い
う
考

え
な
ん
で
す
が
。

、
、
、
、

ハ
イ
テ
ク
な
ら
ぬ
ロ
ウ
テ
ク
で
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林さんの作った仮義足で訓練する若い女性患者

も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
た
く
さ
ん
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
日
本
に
は
他
に
も
若

い
人
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
私
は

誰
も
行
か
な
い
所
に
行
こ
う
か
と
·
…
•
•
。
そ

れ
で
自
分
が
役
に
立
て
れ
ば
、
ま
あ
、
立
っ

た
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
…
…
。

ワ
ー
カ
ー
に
は
若
い
人
が
多
い
ん
で
す

が
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
日
本

．の
最
新
医
療
技
術
や
機
器
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

大
き
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
林
さ

、
、
、
、

ん
の
場
合
ハ
イ
テ
ク
な
ら
ぬ
ロ
ウ
テ
ク
と
言

い
ま
す
か
、
何
も
モ
ノ
の
な
い
時
代
か
ら
モ

ノ
の
あ
ふ
れ
た
現
在
ま
で
お
仕
事
を
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
技
術
の
幅
の
広
さ
に

私
な
ど
感
動
し
た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
点

で
、
昔
の
技
術
が
現
地
で
は
役
に
立
っ
た
の

で
は
な
い
で
す
か
？

林
私
た
ち
の
時
代
は
、
終
戦
の
最
悪
の
時

代
で
、
非
常
に
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
が
あ
り
ま

し
た
ね
。
間
設
間
も
な
い
新
光
固
に
就
職
し

た
の
で
す
が
、
本
当
に
色
ん
な
手
伝
い
を
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
学
間
だ
け
で

は
だ
め
だ
と
。
体
で
巫
見
え
た
技
術
的
な
こ
と

の
方
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
木
で
義

足
を
自
ら
作
っ
た
り
し
ま
し
た
し
ね
。
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
行
っ
て
そ
う
い
う
四
十
年
も
前

の
技
術
が
役
に
立
っ
た
ん
で
す
よ
。

ま
あ
、
中
村
先
生
に
お
だ
て
ら
れ
て
で
す

ね
。
古
い
も
ん
が
役
に
立
っ
た
か
な
…
…
と
。

そ
れ
と
四
十
五
、
六
年
前
に
習
っ
て
お
い
た

鍼
治
療
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

以
前
会
報
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
あ
る
時

シ
ャ
ワ
リ
先
生
、
中
村
先
作
と
三
人
で
昼
食

を
し
て
い
る
と
、
シ
ャ
ワ
リ
先
作
の
食
が
進

ま
な
い
。
で
、
中
村
先
生
に
聞
い
て
み
る
と

冑
か
い
よ
う
だ
と
。
そ
こ
で
「
あ
な
た
の
鍼

治
療
を
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
言
わ
れ

た
ん
で
す
よ
。

そ
れ
で
シ
ャ
ワ
リ
先
生
に
鍼
を
三
日
や
っ

た
と
こ
ろ
が
痛
み
が
止
ま
っ
て
、
私
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
（
笑
）
。

鍼
治
療
が
役
に
立
っ
て

現
地
に
も
義
足
を
作
る
病
院
が
あ
る
ん
で

す
が
、
そ
れ
が
出
来
上
が
る
ま
で
私
の
作
っ

た
仮
義
足
で
練
瞥
し
て
い
た
忠
者
さ
ん
が
、

そ
の
病
院
に
行
っ
て
義
足
を
つ
け
た
ら
、
す

ぐ
に
上
手
に
歩
け
る
と
評
価
を
受
け
た
時
は
、

感
動
し
ま
し
た
。

X
線
に
関
し
て
は
、
向
こ
う
の
機
械
は
中

国
製
の
粗
未
な
も
の
で
、
胸
の
岸
い
人
の
場

合
う
ま
く
撮
れ
な
い
と
か
、
電
圧
の
調
整
と

か
色
々
難
し
い
の
で
す
が
、
一
度
ス
イ
ッ
チ

を
人
れ
患
者
を
静
止
さ
せ
た
ま
ま
内
度
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
る
と
う
ま
く
ゆ
く
ん
で
す
。
そ

う
い
う
時
昔
の
技
術
が
役
に
立
っ
た
よ
う
で

す
ね
。

そ
こ
で
シ
ャ
ワ
リ
先
生
が
他
に
何
が
治
せ

る
か
尋
ね
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ん
息
も
治
せ
る

と
言
う
と
、
早
速
翌
日
ぜ
ん
息
患
者
を
三
人

連
れ
て
米
ら
れ
た
ん
で
す
。

女
性
が
二
人
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
ひ
じ
を

出
せ
と
言
っ
て
も
出
さ
な
い
。
女
性
は

WLを

見
せ
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
な
ら
治
療
は
で

き
ん
と
言
う
と
、
渋
々
出
し
た
の
で
治
療
し

た
と
こ
ろ
、
翌
日
ず
い
分
良
く
な
っ
た
ん
で

す
よ
。十

年
も
医
者
を
や
っ
て
る
主
治
医
の
先
生

は
、
初
め
疑
い
の
ま
な
ざ
し
で
見
て
お
っ
た

ん
で
す
が
、
二
日
目
、
三
日
目
と
患
者
を
治

す
う
ち
に
ニ
コ
ニ
コ
顧
に
な
っ
て
。

一
週
間
経
っ
て
患
者
を
呼
ぶ
よ
う
に
言
う

と
、
皆
退
院
し
て
し
ま
っ
て
も
う
い
な
い
と
。

私
自
身
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
J
A
M
S
の
ナ
ン
バ
ー
2
の

部
屋
を
与
え
ら
れ
て
、
そ
こ
で
治
療
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
も
よ
ろ
こ
ん
で
「
ビ
シ
ア
ー
ル
・
タ
シ

ヤ
ク
ル
（
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）
」

と
言
っ
て
く
れ
る
し
、
他
の
医
者
も
、
こ
の

病
気
は
治
せ
る
か
、
あ
の
病
気
は
治
せ
る
か
、

と
言
っ
て
間
い
て
き
た
り
で
。

そ
れ
か
ら
六
十
歳
位
の
男
性
患
者
の
リ
ュ

ウ
マ
チ
に
鍼
治
療
を
し
た
の
で
す
が
、
来
る

時
は
杖
を
つ
い
て
米
て
い
た
の
が
帰
る
時
に

は
そ
れ
を
忘
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
て
ね
。

「
バ
バ
（
ご
老
人
）
、
杖
を
お
忘
れ
で
す
よ
」
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と
追
い
か
け
て
い
く
と
、
本
人
も
あ
あ
、
と

陀
い
て
い
ま
し
た
。
お
祈
り
の
時
膝
を
曲
げ

る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
の
に
、
と
私
の
目

の
前
で
階
段
の
昇
り
降
り
を
し
て
み
せ
て
く

れ
ま
し
た
よ
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
炎
症
の
様
子
を
見
に
行

っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
、
「
ビ
シ
ア
ー
ル
・
タ

シ
ャ
ク
ル
」
と
バ
ナ
ナ
を
お
礼
に
も
ら
っ
た

り
し
て
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
が
ま
た
行
く
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ー
林
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
だ
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

林
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
喜

び
で
し
た
。
自
分
の
か
く
れ
た
才
能
を
見
い

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
喜
び

¥
.
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J
A
M
S
の
若
い
ス
タ
フ
と
共
に

そ
こ
で
家
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ
の
人
の

「
林
は
カ
ワ
イ
イ
」

だ
し
た
よ
う
で
。

行
く
前
に
は
言
＂
架
の
不
安
な
ど
あ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
が
、
具
休
的
な
治
燎
効
呆
に

加
え
、
年
の
功
と
い
う
か
、
若
い
人
に
は
な

か
な
か
で
き
な
い
言
業
な
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
ず
い
ぶ
ん
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

林
は
い
。
焙
し
か
っ
た
の
は
、
シ
ャ
ワ
リ

さ
ん
の
い
と
こ
（
女
性
）
が
座
竹
神
経
痛
と

い
う
こ
と
で
、
あ
る
日
連
れ
て
束
ら
れ
た
の

で
す
が
、
女
件
は
夫
以
外
の
男
性
に
は
肌
を

見
せ
な
い
と
こ
ろ
な
の
に
、
ち
ゃ
ん
と
服
を

め
く
っ
て
く
れ
ま
し
て
。

ま
あ
大
変
大
き
な
人
で
最
初
出
し
た
ハ
リ

が
通
ら
ず
に
も
っ
と
長
い
ハ
リ
を
出
さ
な
く

て
は
い
け
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
四
日

目
に
は
良
く
な
り
ま
し
た
。

付
添
い
で
付
い
て
来
て
い
た
妹
さ
ん
の
同

凝
り
も
つ
い
で
に
治
し
て
や
っ
た
ら
開
ば
れ

ま
し
て
ね
。
し
ま
い
に
は
「
カ
ム
・
ト
ゥ
ー

・
マ
イ
・
ハ
ウ
ス
」
と
か
言
わ
れ
て
ド
キ
ッ

と
し
ま
し
た
。
中
村
先
生
に
相
談
し
た
ら
、

ニ
ャ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
「
行
き
ゃ
い
い
や
な

い
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
（
笑
）
。

後
で
分
か
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
が
、
実
は

中
村
先
生
も
他
の
日
本
人
女
刊
ワ
ー
カ
ー
達

も
そ
の
家
に

一
緒
に
招
待
さ
れ
て
い
た
ん
で

す
ね
。

ご
主
人
が
出
て
き
て
、
「
お
前
か
、
俺
の
女

尻
を
治
療
し
た
の
は
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
も

の
で
す
か
ら
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
る
と
「
サ

ン
キ
ュ
ー
。
今
日
は
ご
咄
走
を
一
杯
食
べ
て

行
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
て
胸
を
な
で
お
ろ

し
ま
し
た
。

客
の
前
に
女
竹
が
姿
を
現
わ
す
こ
と
な
ど

ま
ず
な
い
の
に
、
皆
出
て
き
て
一
絣
に
廊
っ

て
く
れ
て
。
「
朴
は
カ
ワ
イ
イ
っ
て
言
っ
て

ま
す
よ
」
、
と
藤
田
さ
ん
の
通
訳
で
知
ら
さ

れ
て
、
切
冥
利
に
尽
き
る
な
あ
、
と
。
（
笑
）

藤
田
さ
ん
に
、
井
通
、
女
の
人
は
ド
ク
タ

ー
に
も
HJL
を
見
せ
な
い
の
に
、
林
さ
ん
は
役

得
で
す
ね
、
と
か
ら
か
わ
れ
ま
し
た
よ
。

ほ
ん
と
に
、
X
線
を
撮
る
間
も
絶
対
に
女

の
人
は
服
を
脱
営
ま
せ
ん
。
企
屈
知
な
ど
身

に
付
け
て
な
い
な
と
確
認
し
て
も
、
撮
っ
て

み
た
ら
服
に
安
全
ピ
ン
や
ホ
ソ
ク
が
つ
い
て

い
る
こ
と
な
ど
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
。
そ
う

い
う
習
慣
な
の
に
腰
ま
で
見
せ
て
く
れ
た
、

7

心
を
許
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
こ
と
に
感

動
し
ま
し
た
。

ー

実

際

に

111
っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
ん
で

す
か
。

林
な
い
で
す
ね
。
X
線
撮
影
の
間
は
向
こ

う
の
ス
タ
ノ
フ
が
や
り
ま
す
し
、
私
は
池
圧

・
胸
の
厚
さ
・
時
間
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
。

あ
と
服
の
上
か
ら
で
す
か
ら
、
フ
ィ
ル
ム
の

ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ

ソ
フ
が
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
し
。

次
号
に
続
く

た
だ
、
も
う
少
し
言
菜
が
通
じ
た
ら
、
症

状
の
説
明
な
ど
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
に
、
と

は
思
い
ま
す
ね
。
「
ア
ソ
サ
ラ
マ
レ
イ
コ
ム

（
こ
ん
に
ち
は
）
」
と
か
ぶ
叩
い
か
、
痛
く

な
い
か
」
と
か
、
鍼
治
燎
の
と
き
は
「
艮
＜

な
っ
た
か
」
と
か
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
。

ー

そ

れ

は

、
パ
シ
ュ
ト
ウ
甜
な
ん
で
す
か
。

林
そ
れ
が
、
わ
か
ら
ん
の
で
す
よ
。
ウ
ル

ド
ウ
語
や
ら
パ
シ
ュ
ト
ウ
語
や
ら
色
々
あ
る

も
ん
で
す
か
ら
、
私
が

一
生
懸
命
患
者
さ
ん

に
品
し
か
け
て
い
た
ら
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら

「
そ
の
人
は
パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
族
だ
か
ら
ウ
ル

ド
ウ
点
で
話
し
か
け
て
も
分
か
り
ま
せ
ん

ょ
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
雌
じ
な
い

時
は
ス
タ
ソ
フ
に
通
訳
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ー
ス
タ
ソ
フ
と
は
何
話
で
？

林
片
言
の
英
語
と
ペ
ル
シ
ャ
語
・
パ
シ
ュ

ト
ウ
語
を
混
ぜ
て
で
す
。

••••.•

•.
••••••

•••••••••••• 

‘
 

••••••••. 
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ま
た
、
私
の
実
感
と
し
て
、
帰
国
寸
前
に
は
、
私
は
い

き
る
限
り
長
期
活
動
が
で
ぎ
る
よ
う
な
態
勢
で
臨
む
こ
と

見
え
て
く
る
ま
で
更
に
三
ヶ
月
、
そ
し
て
酷
薯
の
夏
を
迎

ら
、

え
怖
国
す
る
頃
に
な
っ
て
、
漸
く
掘
に
関
し
て
漠
然
と
で

は
あ
る
が
わ
か
り
始
め
た
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。

患
者
さ
ん
や
ス
タ
ノ
フ
、
ま
た
自
分
自
身
の
為
に
も
、
で

慣
れ
る
の
に
約
三
ヶ
月
を
要
し
、
な
ん
と
な
く
仝
体
像
が

中
か
ら
創
造
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

私
の
場
合
、
こ
と
ば
や
生
活
習
慣
、
現
地
の
雰
皿
気
に

は

一
年
間
で
は
短
か
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

れ
ら
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
し
…
…
。

パ
キ
ス
タ
ン
滞
在
期
間
を
振
り
返
っ
て
み
て
感
じ
る
の

ス
タ
ノ
フ
が
継
続
し
て
込
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
そ

か
、
な
ど
の
考
え
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
今
後
日
本
人

◇ 

き
れ
ば
、
少
し
楽
な
気
持
ち
で
取
り
組
め
る
の
で
は
な
い

こ
こ
数
年
の
問
に
、
よ
う
や
く
長
期
の
ワ
ー
カ
ー
の
派

遣
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
カ
月
の
現
地

派
遣
に
も
大
騒
ぎ
し
て
い
た
頃
が
遠
い
昔
の
よ
う
に
、
長

期
の
ワ
—
カ
ー
の
希
望
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
短
期
で
は
見
え
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
顆
も
見
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
松
本
さ
ん
（
帰
国

後
結
婚
さ
れ
て
田
中
姓
に
）
に
は
昨
年
十
月
か
ら
今
年
七

月
ま
で
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
貴
菫
な
体

験
か
ら
一
文
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
活
用
し
て
ゆ
け
ば
も
っ
と
早
く
仕
事
に
人
っ
て
ゆ

現
地
で
の
”
看
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
＂
的
な
も
の
を
作
成
し

の
だ
ろ
う
か
、
と
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
常
に
胸
中
に
モ
ヤ
モ

ヤ
感
を
残
し
て
お
り
、
今
更
な
が
ら
の
よ
う
に
焦
燥
の
気

分
を
味
わ
っ
た
。

け
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
一
年
目
は
こ
こ
ま
で
、

目
は
こ
の
く
ら
い
ま
で
と
い
う
よ
う
に
仕
事
の
内
訳
が
で

―
一
年
目
、
三
年

H
の
人
が
増
え
て
こ
そ
、
陪

I
模
索
の

と
の
思
い
を
強
く
感
じ
た
。

二
年

結
局
、
中
途
半
端
な
形
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
私
だ
が
、

宿舎の庭でくつろぐ松本さん（右から 2人目）と栗林さん（昨年10月）

減
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
11"

修
得
し
万
令
な
形
で
臨
ま
れ
た
ら
現
地
で
の
苫
労
は
半

っ
た
い
何
を
し
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た

●
困
っ
た
の
は
な
ん
と
言
っ
て
も
”
こ
と
ば
“
。

R
本
で

●
人
間
関
係
の
間
題
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ
で
す
。

元
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ソ
シ
ョ
ン
病
院
石
設
師
応

5＊
↑
知mヱ
~

（
参
考
ま
で
に

る。 シ
ャ
ワ
ー
ル
の
地
を
踏
め
る
日
が
来
る
こ
と
を
顧
っ
て
い

一
年
め
三
年
め
の
人
が
増
え
て
こ
そ
…
…

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ま
た
い
つ
の

H
に
か
ペ

ろ
う
か
…
…
と
フ
ト
最
近
考
え
た
り
も
す
る
。
今
回
継
続

が
、
本
当
の
泣
味
で
の
医
療
協
力
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
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椎
か
で
柏
や
か
な
瀬
戸
の
青
い
洵
に
囲
ま
れ
た

国
立
療
養
所
邑
久
光
明
園
（
岡
山
県
）
で
私
の

『
ら
い
研
修
』
は
始
ま
り
ま
し
た
。

ら
い
が
身
近
な
も
の
と
し
て
存
在
し
な
い
時
代

に
育
っ
て
き
た
者
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
の
暮
ら

し
の
中
で
ら
い
を
知
り
得
る
機
会
は
皆
無
に
等
し

い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
臨
床
経
験
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
ら
い
の
患
者
さ
ん
に

出
会
う
こ
と
の

一
度
も
な
か
っ
た
私
は
、
ら
い
に

つ
い
て
何
の
予
備
知
識
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。ら

い
が
不
治
の
病
で
あ
っ
た
頃
の
悲
し
い
ほ
ど

の
過
去
の
歴
史
の
一
端
を
、
今
回
患
者
さ
ん
の
後

逍
症
と
い
う
形
を
通
し
て
、
本
当
に
た
く
さ
ん
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ら
い
疾
患
特
有
の
臨
床
症
状
に
つ
い
て
の
講
義

で
は
、
久
し
く
目
に
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
基
本

的
な
解
剖

•

生
理
の
テ
キ
ス
ト
を
手
に
し
、
も
う

ペ
シ
嘉
心
疇
濃
遭
応
説
加

栗
林
由
実

f

と
っ
く
に
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

知
識
を
呼
び
戻
し
て
は
、
今
さ
ら
な
が
ら
そ
う
だ

っ
た
の
か
と
確
認
す
る
こ
と
の
喜
び
に
も
似
た

一

種
の
感
慨
で
、
そ
の
関
心
は
増
し
て
い
っ
た
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
の
不
自
由

な
日
常
生
活
に
お
け
る
介
設

・
看
隈
ケ
ア
の
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

最
も
心
傷
め
た
の
は
、
患
者
さ
ん
の
重
複
障
害

に
お
け
る
そ
の
人
の
人
生
に
及
ほ
す
不
自
由
さ
の

何
と
長
く
厳
し
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
ら
い
が
治
る
病
気
と
な
っ
た
時
代
の
日
本
だ

か
ら
こ
そ
、
私
は
こ
れ
ら
の
方
々
の
不
自
由
な
身

体
•

お
姿
を
け
っ
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

研
修
を
通
し
て
ら
い
と
い
う
疾
患
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
多
少
見
え

始
め
て
も
き
ま
し
た
。

ら
い
看
設
は
、
そ
こ
に
専
門
領
域
と
す
る
も
の

ら
い
研
修
を
終
え
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ

を
確
か
に
有
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
全
て
が
特
殊

で
は
な
く
、
病
を
持
つ
人
と
の
閃
わ
り
に
お
い
て

は
、
看
渡
者
も
ま
た

一
人
の
人
問
と
し
て
ど
う
向

き
合
う
か
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
周
り
の
環
境
と

は
逆
に
、
今
回
の
研
修
は
私
に
と
っ
て
「
え
っ
？

何
故
？
ど
う
し
て
？
」
と
次
々
に
間
い
か
け
、

或
い
は
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る
も
う

一
人
の
自
分

手術中の栗林さ ん（右）と松本さ ん（中）
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e 募 集
ペシャワール発

「共に歩む」ワーカーを！！
JAMSとミッション・ホスピタルで

は日本からのワーカーを募集しておりま

す。ただし、現地は熟練した医療技術者

の腕の発揮できる日本の医療現場からは

程遠いものです。これから、現地事情に

合わせ、現地の「人づくり」を目指し、

一緒に築き上げてゆこうとするものです。

「高度の技術を教えてやる」のではなく、

「共に歩む」ワーカーを歓迎します。

短期長期を問わず受け入れます。送り

出す日本の社会は一般にゆとりなく、短

期の協力でも大きな困難があります。私

共は現地でこれらの方々の便宜を図るこ

としかできませんが、以下の条件で受け

入れます。

① 募集対象：

1.医療技術者（医師、看護婦（士）、検

査技師、理学療法士など）。又は事務

関係者で外国語（英語又は現地語）の

堪能な者。

2. 以上に加え、年齢20歳以上、発展途

上国の医療や人々の暮らしに関心があ

り、心身とも健康で、さしあたり最低

限、日常英会話ができる者。

② ワーカーは、現地で 1カ月、ペルシ

ャ語またはパシュトゥ語又はウルドゥ

語を習得、現地の人々と交わりを深め

て仕事をしていただきます。

③派遣団体などからのサポートのない

場合、ペシャワール会派遣とし、 1年

以上の方は、現地の住居の便宜、及び

現地生活費と日本からの往復交通費な

どを負担します。

④学生などの短期見学も拒みません。

但し、ゆきとどいたお世話をするゆと

りがありませんので、依存せずに独力

で来て下さい。（繁忙期には断ること

もあります）

詳しくはペシャワール会事務局に直接

お問い合わせ下さい。

〒810 福岡市中央区天神 1丁目10-24

福岡 YMCA内ペシャワール会

電話（毎水曜日夜 7時～10時）

092-731-2372 

昨
年
十
月
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
現
地
見
学
か
ら
帰

国
し
て
、
迷
い
な
が
ら
も
心
決
め
た
十
二
月
、
そ

し
て
い
つ
も
暖
か
く
見
守
り
育
て
て
い
た
だ
い
た

熊
本
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
今
年
の
四
月
。
以
後
、
時
間
は
あ
る
よ
う
で
つ

か
み
よ
う
が
な
く
、
ど
こ
か
ら
何
を
し
て
い
い
の

し
く
お
頻
い
蚊
し
ま
す
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
宜

＊
 

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
発
見
で
も
あ
り
ま
し
た
。

原
田
園
長
先
生
、
小
原
先
生
は
じ
め
石
設
職
の

皆
様
、
そ
し
て
出
会
う
こ
と
の
で
き
た
多
く
の
ら

い
患
者
さ
ん
方
と
貴
重
な
時
間
を
共
に
で
き
ま
し

た
こ
と
、
今
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

か
何
が
必
要
な
の
か
、
分
か
ら
な
い
ま
ま
い
た
ず

ら
に
時
間
だ
け
が
通
り
過
苔
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
福
岡
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

の
事
務
局
で
過
ご
す
日
は
、
多
く
の
事
務
局
の
方

々
の
お
頻
を
拝
見
し
お
話
を
し
て
は
、
い
つ
も
元

気
を
い
た
だ
い
て
熊
本
に
帰
っ
て
い
た
よ
う
に
息

い
ま
す
。

現
地
医
療
活
動
の
為
の
日
本
で
の
支
扱
対
策
作

戦
本
部
と
し
て
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
は
、

い
つ
誰
が
出
掛
け
て
行
っ
て
も
居
心
地
が
良
く
、

そ
し
て
不
思
議
な
所
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
行
っ
て
も
、
き
っ
と
私
は
事
務
局

で
の
皆
さ
ん
の
様
子
を
目
に
浮
か
べ
、
そ
し
て
会

に
屈
け
ら
れ
ま
す
多
く
の
会
員
の
方
々
の
ご
協
力

や
ご
支
援
の
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す
に
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
。

出
発
の
日
は
も
う
す
ぐ
目
の
前
に
追
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
異
な
る
国
で
の
生
活
に
、
ま
ず
は
ど

れ
だ
け
適
応
で
き
る
の
か
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

お
お
ら
か
で
経
験
戦
か
な
心
強
い
藤
田
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
お
力
添
え
を
受
け
な
が
ら
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
タ
イ
ム
の
流
れ
の
中
に
身
を
お
き
、
現
地

の
方
々
と
共
に
働
く
チ
ー
ム
の
こ
貝
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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ル
で
狡
っ
た
だ
け
の
小
屋
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
栄
養
状

態
は
非
常
に
悪
く
、
下
痢
性
疾
患
や
呼
吸
器
感
染
症
で
多

政
権
の
迫
害
を
受
け
て
脱
出
し
た
人
々
で
、
竹
や
ビ
ニ
ー

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
は
、
軍
事

夫
は
思
っ
て
い
る

と
に
な
り
ま
し
た
（
と

び
に
行
か
せ
て
頂
く
こ

度
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
遊

は
じ
め
ま
し
て
。
今

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
顧
い
し
ま
す
。

会
報
に
藤
田
さ
ん
が
書
い
た
患
者
さ
ん
の
手
の
話
を
読
ん

で
、
わ
た
し
も
仲
間
に
入
れ
て
頂
き
た
い
と
門
を
叩
き
ま

ラ
デ

ソ
シ
ュ

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
仕
事
を
す

対
処
も
大
事
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
知
っ
た
の
と

さ
て
私
は
、
今
年
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
、
バ
ン
グ

て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、

二
次
的
な
障
害
へ
の

っ
た
心
境
で
す
。

中
村
先
生
の
本
を
読
ん
で
ら
い
に
関
し
て
伝
染
病
と
し

現
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
は
期
待
と
不
安
が
入
り
交
じ

て
い
た
の
で
す
。

チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
こ
う
い
う
形
で
実

リ
ー
な
職
種
の
方
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え

私
は
以
前
よ
り
海
外
医
療
協
力
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の

マ

゜

で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
も
っ
と
フ
ラ
イ

般
病
院
で
内
科
を
研
修
し
ま
し
た
。

に
来
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
た
だ
医
療
の
分
野

でおります。4年前に大学を卒業し、以来主に

一 認自
孟元全 識分

目生孟] をの新仕
た事

倉 にヘ
松 しの
山 て
f 

ま
す
。
出
身
は
北
海
道
で
、
高
校
卒
業
後
は
新
渇
に
住
ん

そ
れ
で
は
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
っ
た
長
谷
川
と
申
し

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ワ
ー
ル
で
働
く
こ
と
に

が
あ
り
ま
す
が

マ
イ
ペ
ー
ス
で
は
じ
め
て
み
よ
う
か
な

私
は
、
今
度
ペ
シ
ャ

の
仕
事
な
ど
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
か
な
り
の
不
安

い
の
患
者
さ
ん
だ
っ
た
と
、
自
分
の
仕
事
へ
の
認
識
を
変

ヽ
0

、
つ
力

協
力
1
回
だ
け
で
す
の
で
、
こ
と
ば
、
人
間
関
係
、
実
際

や
っ
ば
り
何
よ
り
も
ま
ず
、
医
療
的
に
も
社
会
的
に
も
ら

皆
様
お
元
気
で
し
ょ

海
外
で
仕
事
を
し
た
の
は
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
の
短
期

J マ
;はイ
医師S じヘ

長公 め l
＂ 111 まス
昭 す で

ま
す
。

ャ
ワ
ー
ル
の
場
合
事
情
は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
意
外

な
と
こ
ろ
で
私
た
ち
と
深
い
関
係
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

に
い
る
と
い
う
感
じ
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
ヘ
行
き
た
い
と
思
っ
て
あ
わ
て
て
ら
い
の
勉
強
を
始

め
、
あ
ら
た
め
て
患
者
さ
ん
た
ち
を
見
直
し
て
み
た
ら
、

え
ら
れ
た
次
第
で
す
。

わ
た
し
は
学
生
時
代
か
ら
山
登
り
が
趣
味
で
、

ア
ジ
ア

の
方
へ
も
山
を
登
り
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
て
思
っ
た
の
は
、
い
つ
か
山
登
り
だ
け
で
な
く
、
働
き

所
と
い
う
よ
り
は
、
（
も
と
弛
制
収
容
所
の
）
老
人
病
院

は
老
人
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
主
で
、
ら
い
の
療
養

る
最
大
の
援
助
国
で
す
の
で
、
私
た
ち
は
難
民
発
生
に
間

接
的
な
が
ら
手
を
貸
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
知
り
愕
然
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ペ
シ

う
ら
い
療
養
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
全
生
園
で
の
仕
事

J

れ
ま
で
約
四
年
間
、
東
京
に
あ
る
多
靡
全
生
園
と
い

く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
現
政
権
に
対
す

理
学
療
法
士
の
倉
松
由
子
で
す
。
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た
ま
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
理
念
な
ど

を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
冗
談
の
通

じ
る
者
に
対
し
て
は
、
私
は
「
無
思
想
・
無

節
操
・
無
駄
」
の
三
無
主
義
で
あ
る
、
と
答

え
て
人
を
ケ
ム
に
巻
く
。

■無
思
想

第
一
の
「
無
思
想
」
と
は
、
特
別
な
考
え

や
立
場
、
思
想
信
条
、
理
論
に
囚
わ
れ
な
い

こ
と
で
あ
り
、
ど
だ
い
人
間
の
思
想
な
ど
タ

力
が
知
れ
て
い
る
と
い
う
我
々
の
現
地
体
験

か
ら
生
ま
れ
た
諦
観
に
基
づ
い
て
い
る
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
発
足
し
た
初
め
に
は
、

「
0
0主
義
」
の
論
客
も
居
な
い
で
は
な
か

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
自
然
に
離
れ
て
い
っ
た
。

自
分
だ
け
盛
り
上
が
る
慈
悲
心
や
、
万
事
を

自
分
の
も
の
さ
し
で
裁
断
す
る
論
理
は
、

我
々
の
苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
、
食
う
や
食
わ

ず
の
子
供
の
明
る
い
笑
頗
を
、
「
哀
れ
な
人

を
助
け
な
け
れ
ば
」
と
頑
張
っ
て
い
る
外
国

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
暗
い
表
情
と
比
べ
て
見

る
と
、
私
は
ひ
そ
か
に
忍
び
笑
い
を
催
す
の

で
あ
る
。
何
も
失
う
も
の
が
な
い
人
々
の
天

真
爛
漫
な
楽
天
性
と
い
う
の
は
確
か
に
あ
る
。

名
誉
財
産
は
も
ち
ろ
ん
、
い
こ
じ
な
主
義

主
張
を
人
が
持
ち
始
め
る
と
、
そ
れ
を
守
る

た
め
に
ど
こ
か
不
自
然
な
偽
り
が
生
ま
れ
、

ろ
く
な
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
良
心
や

徳
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
さ
え
、
「
そ
の
人
の

輝
き
で
は
な
く
、
も
っ
と
大
き
な
、
人
間
が

共
通
に
属
す
る
神
聖
な
輝
き
で
あ
る
」
と
い

う
あ
る
神
学
者
の
説
は
頷
け
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
を
自
分
の
業
績
や
所
有
と
す
る
と
こ
ろ

に
倒
錯
が
あ
り
、
気
づ
か
ぬ
傲
り
や
偽
り
を

生
ず
る
と
い
う
の
が
私
の
さ
さ
や
か
な
確
信

の
―
つ
で
あ
る
。

■無
節
操

第
二
の
「
無
節
操
L

と
は
、
誰
か
ら
で
も

募
金
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。
乞
食
か
ら
取
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
説
明
を
要
す
る
。

赴
任
し
て
程
な
く
、
私
は
こ
と
ば
の
練
習
を

兼
ね
て
バ
ザ
ー
ル
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
時
期

＿
三
無
主
義
●

が
あ
っ
た
。
時
に
乞
貧
に
も
遭
遇
す
る
。

一

般
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
職
業
的
乞
食
は
わ
り

あ
い
堂
々
と
し
て
お
り
、
「
右
や
左
の
旦
那

さ
ま
」
と
い
う
よ
う
な
惨
め
た
ら
し
さ
は
な

い
。
「
コ
ダ
ー
イ
・
デ
ー
ル
・
コ
シ
ャ
リ
ー

ギ
ー
（
神
は
克
ぴ
ま
す
ご
と
述
べ
、
「
出
せ
」

と
ば
か
り
に
手
を
さ
し
だ
す
者
も
あ
る
。

私
も
暇
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
人
か
ら
施
し

を
受
け
る
に
し
て
は
少
し
態
炭
が
デ
カ
い
の

で
は
な
い
か
、
『
済
み
ま
せ
ん
が
、
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
』
く
ら
い
の
腰
の
低
さ

が
あ
っ
た
方
が
実
入
り
が
多
い
の
で
は
な
い

か
」
と
問
い
礼
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
乞
食
が

案
外
ま
じ
め
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

「あ
な
た
は
神
を
信
ず
る
サ
ル
マ
ー
ン

（イ
ス
ラ
ム
教
仇
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
な
。

ザ
カ
ー
ト
（
施
し
）
と
い
う
の
は
貧
乏
人
に

余
り
金
を
投
げ
や
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
。

貧
者
に
恵
み
を
与
え
る
の
は
、
神
に
対
し
て

徳
を
積
む
こ
と
で
す
。
そ
の
心
を
忘
れ
て
は

ザ
カ
ー
ト
も
あ
り
ま
せ
ぬ
」

こ
の
乞
食
が
高
僧
の
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
私
も
人
に
見
捨
て
ら
れ
た
ジ
ュ
ザ
ー
ム

（ら
い
）
の
患
者
の
た
め
に
、
は
る
か
東
方

か
ら
来
て
か
く
か
く
し
か
じ
か
の
仕
事
を
し

哲
]

て
お
る
。
な
ら
ば
、
私
も
サ
ル
マ
ー
ン
で
、

こ
れ
も
ザ
カ
ー
ト
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し

な
い
か
」

「そ
の
と
お
り
」

「
な
ら
ば
、
あ
な
た
も
我
々
の
仕
事
に
施

し
を
し
な
さ
れ
。
神
は
喜
ば
れ
ま
す
ぞ
」

私
が
ぬ
っ
と
手
を
出
す
と
、
乞
食
は
ち
ゅ

う
ち
ょ
な
く
北
め
た
小
銭
を
く
れ
た
。
私
は

ま
さ
か
と
は
息
っ
た
が
、
つ
ま
ら
ぬ
議
論
に

神
を
引
き
合
い
に
出
し
、
何
か
大
切
な
も
の

を
冒
消
し
た
よ
う
な
気
が
し
て
投
れ
を
覚
え

た
。
同
時
に
、
純
朴
な
人
逹
だ
と
思
っ
た
。

中

村

以
後
、
我
々
も
こ
れ
を
採
用
し
、

「貧
し
い

人
に
愛
の
手
を
」
な
ど
と
い
う
惨
め
た
ら
し

い
募
金
は
せ
ず
、
「
神
は
喜
ば
れ
ま
す
」
と

こ
そ
言
わ
な
い
が
、
年
金
ぐ
ら
し
の
人
の
千

円
も
、
大
口
術
付
の
数
百
万
円
も
、
等
価
の

も
の
と
し
て
一
様
に
感
謝
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
い
る
。
現
地
の
人
は
心
ま
で
は
貧

し
く
な
い
の
で
あ
る
。

■無
駄

第
三
の

「無
駄
」
と
は
、
後
で

「無
駄
な

こ
と
を
し
た
」
と
失
敗
を
率
匝
に
言
え
な
い

と
こ
ろ
に
成
功
も
生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
い
つ
も
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け

て
喜
ば
せ
る
の
が
目
的
と
な
っ
て
は
本
末
転

倒
で
、
始
し
い
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
、
成
功

も
失
敗
も
、
共
に
泣
き
笑
い
を
分
か
ち
合
お

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ

う
な
仕
事
自
身
が
、
経
済
竹
か
ら
見
れ
ば
見

返
り
の
な
い
ム
ダ
で
あ
る
。

時
に
募
金
の
た
め
に
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
我
々
は
自
分
を
売
り

渡
す
騒
々
し
い
自
己
宣
伝
と
は
無
縁
で
あ
っ

た
と
息
う
。
こ
の
不
器
用
な
朴
訥
さ
は
、
事

実
さ
え
尚
品
に
仕
立
て
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

か
ら
も
し
ば
し
ば
憚
た
が
ら
れ
た
。
だ
が
、

こ
う
し
て
こ
そ
、
我
々
は
現
地
泊
動
の
初
志

を
見
失
う
事
な
く
活
動
を
継
続
で
き
た
の
で

あ
る
。
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ら
い
の
診
療
か
ら
始
ま
っ
た
中
村
医

師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
は
、
こ
の

十
年
間
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
狭

い
意
味
で
の
診
療
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

彼
の
地
で
の
医
療
教
育
、
予
防
活
動
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
さ
ら
に

は
戦
火
に
荒
れ
た
血
唇
村
の
復
興
活
動
へ

の
協
力
と
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

中
村
先
生
自
身
も
「
私
が
前
面
に
出

る
の
で
な
く
、
後
ろ
か
ら
支
え
、
見
守

る
こ
と
に
徹
す
る
」
と
話
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
活
動
を
担
っ
て
い
る
の
が
パ

キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
地

の
人
々
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を

背
後
か
ら
支
え
て
い
る
の
は
日
本
か
ら

の
支
援
で
す
。
「
中
村
先
生
を
支
え
る
」

だ
け
で
な
く
、
冨
総
勢
ス
タ
ッ
フ
七
十

人
を
越
す

J
A
M
S
の
活
動
を
支
え

る
」
ま
で
に
な
っ
た
現
状
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
息
の
長
い
支
援
体

制
の
確
立
こ
そ
が
急
務
で
す
し
、
そ
れ

が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
目
的
に
な

ります。

その目的にそって会の組織を確

かなものにするために、これまで

あった運営委貝を廃し、本年三月

に理事会が発足しました。さる七

月二十五日に第二回理事会を開催

しました。全理事が参加し、役貝

の承認、会則の検討、予算案の｛番

議、派遣スタッフヘの支給規約の

検討をおこないました。

理事会では財政の確立のために、

努力いただいている現状や、提案

がありました。また事務局体制も

これまでのボランティア体制から

専従スタッフを置くように提案が

ありました。まだすぐには解決で

きないことも多く、今後は事務局

で検討したことを理事会で協議し

ていただくことになりました。役

員・理事は以下の通りです。

（敬称略）

息§
の 回

ペ
シ

体ヤ

ワ
I 

制）レ
ヽ

！ の確
村

L.. 

Jl.. 
上 を
優

（
九
大
名
誉
教
授
）

会
長

問
田
直
幹

副
会
長

商
松
勇
雄
（
若
久
病
院
長
）

理
事

岩
橋
文
吉
（
福
岡
女
学
院
大
学
学
長
）

後
藤
哲
也
（
医
師
•
福
岡
鶴
城
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

佐
藤
耕
造
（
医
療
怯
人
徳
洲
会
病
院
専

務
理
事
）

佐
藤
誠
（
熊
本
大
学
教
授
）

志
沿
秀
武
（
財
団
法
人
福
岡

Y
M
C
A

総
王
璽

林
達
男

(
J
A
M
S
放
射
線
技
師
）

林
祐
二
（
医
療
法
人
う
ら
梅
の
里
会
理

事）藤
井
健
児
（
香
住
ケ
丘
教
会
牧
師
）

美
奈
川
成
挙
（
弁
祗
士
）

村
井
瀞
一
（
会
社
経
営
・
名
古
屋
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
）

監
査
役

瀬
尾
光
二
（
西
南
自
動
車
閻
専
務
取
締

役）事
務
局
長

村
上
優
（
国
立
肥
前
療
養
所
医
師
）

＊
カ

ソ
コ
内
は
主
な
所
屈
や
役
職
名
で
、

そ
の
機
関
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ご
協
力
下
さ
い
▲

●
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
10
周
年
記
念

シ
ョ
ヒ
―
h
-
h
ィ・ト
ル
ソ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時

1
9
9
3

年
1

月

3
0日
田
~

2
回
公
派

＊
朴
一
の
部

2
時
i

＊
夜
の
部

6
時
半
ー

●
場
所
福
岡
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

●
入
楊
料
前
売

二
五
0
0
円

（当
日
二
八
0
0
円）

●
連
絡
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

{
O
9
2
}

7
3
1
.
2
3
7
2
 

~
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
も
来
年
で

1
0周
年
~

~
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
中
国
~

5
•

新
牒
ウ
ィ
グ
ル

自
治
区
出
身
の
シ
~

．
ョ
ヒ
ラ
テ
ィ
・
ト
ル
ソ
ン
さ
ん
の
コ
ン
~

~
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

。
ウ
ィ
グ
ル
は
~

~
ア
フ
ガ
ン
・
パ
キ

ス
タ
ン
と
同
じ
イ
ス
~

~
ラ
ム
文
化
圏
で
す
が
、
かつ
て
は
シ
ル
~

~
ク
ロ
ー
ド
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
と
も
つ
な
~

~
が
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ヒ
ラ
テ
ィ
さ
~

i
ん
は
ウ
ィ
グ
ル
の
伝
統
的
民
族
背
楽
家
~

~

の
系
譜
に
連
な
る
歌
手
で
、
そ
の
民
族
~

~
楽
甜
ド
ゥ
タ

ー
ル

（
二
弘
）
に
よ
る
弾
き
~

i
語
り
は
、
聴
き
手
を
西
域
の
芹
原
へ
と
~

~
誘
い
ま
す

。

i

な
お
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
は
、
会
員
~

~
数
が
二
千
人
を
越
え
、
パ
ン
ク
状
態
に
~

~
あ
る
事
務
局
の
パ
ソ
コ
ン
等
機
器
類
の

i

~
充
実
と
現
地
事
業
に
あ
て
ま
す
。
~

~
＊
チ
ケ
ソ
ト
の
販

売
等
ご
協
力
を
お
範
~

~

い
し
ま
す
。

．．
．．．．
．．．
．．．
．．．．．．．．
．．．．．
．．
．．．．．
．．．．．．．
．．．
．．
．．
．．．．．
．
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＊
中
村
先
生
の
発
言
に
ぶ
平
太
郎
ア
メ
を
切
っ

た
よ
う
な
話
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
本
来
の
援

助
活
動
で
は
一
朝
一
夕
で
終
わ
る
も
の
で
も
な

く
ま
た
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
や
は
り
地
道
に
淡
々
と
相
変

わ
ら
ず
活
動
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
、
嬉
し

く
も
ま
た
安
心
も
い
た
し
ま
し
た
。
や
は
り
息

長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
太
宰
府
市

K
.
s
3
7
オ
男
）

＊
中
村
先
生
の
大
河
の
よ
う
な
御
思
想
に
ふ
れ

得
ま
し
て
感
激
し
ま
し
た
。

（
福
岡
市

71
オ）

＊
初
参
加
で
す
が
、
中
村
先
生
の
お
話
、
実
に

わ
か
り
易
く
私
が
日
頃
考
え
て
い
る
事
（
祉
界

態
と
共
通
す
る
点
が
多
く
感
心
し
ま
し
た
。

年
が
若
い
の
に
実
に
蒋
人
、
こ
れ
に
勝
る
人
は

な
い
で
し
ょ
う
。
さ
さ
や
か
で
す
が
協
力
し
て

行
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（福
岡
市

K
.
K
6
5
オ
男
）

＊
『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
』
、

9

視
点
」

7

会
報
」

等
で
美
文
に
酔
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
お
目

に
か
か
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
と
て
も
わ

さ
び
の
効
い
た
語
り
に
ま
た
ま
た
し
び
れ
ま
し

■現
地
に
役
立
つ
こ
と
と
は

（
大
野
城
市

40
オ
男
）

＊
現
地
で
の
活
動
に
つ
い
て
少
し
わ
か
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。
援
助
の
中
味
、
現
地
に
と
っ
て

本
当
に
役
立
つ
こ
と
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

■自
分
を
見
つ
め
直
す

＊
藤
田
看
護
婦
さ
ん
の
お
話
の
よ
う
に
、
実
際

現
地
で
働
い
て
い
る
方
の
悩
み
が
聞
け
て
大
変

よ
か
っ
た
。

（
府
中
市

43
オ）

＊
現
地
の
時
の
流
れ
に
も
似
て
、

88
年
以
来
同

じ
ス
ラ
イ
ド
（
？
）
を
使
っ
て
の
講
演
に
今
年

は
い
き
な
り
ビ
デ
オ
が
登
場
し
た
の
は
驚
き
ま

し
た
。
音
声
が
入
っ
て
な
い
の
が
残
念
で
す
。

シ
ャ
ワ
リ
先
生
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
肉
声
が
ー

も
ち
ろ
ん
私
は
ペ
ル
シ
ャ
語
も
ウ
ル
ド
ゥ
tnIi
も

わ
か
り
ま
せ
ん
が
ー—
—
開
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
鞍
手
郡

Y
.
A
3
1
オ
男
）

＊
ド

vフ
リ
日
本
の
社
会
に
つ
か

っ
て
し
ま
っ

て
い
る
自
分
を
少
し
別
の
角
度
か
ら
な
が
め
て

み
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

（
福
岡
市

M
.
Y
4
1
オ
男
）

H•Y 

た。マスコミの外国情報のいい加減さを

痛感しました。

． ペ
村中 シ
先 ヤ
生 ワ
の I
現｝レ
地ムぢ疇

報告 報
を 庄口

聞ぃ ムぢ.—` ＂ 
て ァ

ン

L 
ヶ9均:i'，§ト' 

●
問
題
点
が
解
り
ま
し
た

（
春
日
市

N
.
H
2
2
オ
男
）

（
福
岡
市

N
•
H
4
5
オ
男
）

＊
私
逹
の
日
常
生
活
と
非
常
に
か
け
は
な
れ
た

事
柄
な
の
で
想
像
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
。
感

情
移
入
が
可
能
な
よ
う
に
少
し
勉
強
し
た
い
と

思
っ
た
。

(
J
・
H
 

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
が
、
ま
す
ま
す
深

い
意
味
と
内
容
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
惑
じ
て
い
ま
す
。

（
福
岡
市

M
.
0
6
5
オ
男
）

＊
こ
の
悪
い
状
況
、
か
つ
不
安
定
な
情
勢
と
い

う
所
で
、
言
葉
の
述
い
、
文
化
の
述
い
と
い
っ

た
様
々
な
障
避
を
か
か
え
な
が
ら
も
地
迫
な
医

療
ワ
ー
カ
ー
の
活
動
や
現
場
の
状
況
が
、
非
常

に
解
り
や
す
く
、
す
ご
く
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

自
分
も
こ
の
会
に
役
立
つ
と
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

女）

熊
本
市

＊

「旬
日
新
聞
」
で
中
村
先
生
の
コ
ラ
ム
を
鉦

回
読
ん
で
お
り
ま
し
た
。
日
頃
の
目
の
病
気
が

良
く
な
り
、
薬
代
が
要
ら
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
神
様
へ
の
御
礼
と
し
て
…
…
…
。

（

福

岡

市

男

）

（
宮
崎
県
T
.
H
女
）
＊
会
報
を
読
む
こ
と
で
、
い
つ
も
は
忙
し
さ
の

＊
い
つ
も
「
会
報
」
を
流
む
だ
け
の
会
貝
で
す
。
中
で
忘
れ
て
し
ま
う
大
切
な
も
の
を
ふ

っ
と
気

心
ば
か
り
の
寄
付
で
ご
め
ん
な
さ
い
。
が
付
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
も
医
者
の

（福
岡
市

M
.
j

女
）

卵
と
し
て
、
少
し
で
も
先
甜
逹
に
近
づ
け
る
よ

＊
故
佐
藤
雄
二
氏
の
点
志
を
継
ぎ
、
少
し
で
も
う
努
力
し
た
い
で
す
。

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

T
.
o
 

K
.
I
 女

）

（
北
九
州
市
K
.
A
女
）

＊
中
村
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
頷
き
な
が

ら、

P
K
o
法
案
成
立
を
耳
に
す
る
。
日
本
は

一
体
ど
う
い
う
国
な
の
で
し
ょ
う
？

（
西
宮
市

K
.
s

女）

＊
中
村
医
師
の
お
話
は
い
つ
も
人
問
何
が
大
切

な
事
か
、
い
か
に
生
き
た
ら
い
い
の
か
を
問
わ

れ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
目
先
の
半
に
と
ら
わ

れ
ず
深
い
人
間
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。
ボ
ー

ナ
ス
が
出
ま
し
た
。
役
立
て
て
下
さ
い
。
＇
ス
タ

ッ
フ
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

と
思
い
ま
す
。

（福
岡
市

s
.
G
女
）

＊
先
生
の
お
話
を
直
接
に
開
ぎ
、
問
題
点
が
少

し
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
関
心
を
持

っ
て
ゆ
き

ま
す
。

（千
染
県

Y
.
I
)

＊
み
な
さ
ん
の
地
に
根
ざ
し
た
活
動
に
心
が
動

き
ま
し
た
。
ワ
ー
カ
ー
の
資
料
希
望
し
ま
す
。

（
秋
田
県

M
.
K

男）

＊
会
報
31
号
の
阿
部
謹
也
氏
の
「
自
分
を
変
え

る
」
国
際
化
の
文
に
吾
が
意
を
得
た
り
の
思
い

で
す
。
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中
村
哲
著
四
六
判
上
製
一
六

0
頁
価
一
八
五
四
円

●
増
補
版

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て

掘
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
難
民

●
ア
ジ
ア
の
辺
境
か
ら
放
た
れ
た
痛
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

＊
七
月
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
「
『
ア
フ
ガ
ン
国
内
診
療
所
」
叶

圃
に
ご
奇
付
を
1
・
妍
会
員
を
こ
紹
介
下
さ
い
1
.
L

に
応
え

て
約
―
―
白
人
の
新
会
員
か
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
会
員
数
の

実
数
か
一
．
千
人
を
越
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
寄
付
の
カ

は
、
阿
時
に
行
な
っ
た
各
柿
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
広
骰
の
効
果

も
重
な
っ
て
、
百
万
円
近
く
に
な
り
ま
し
た
（
個
人
寄
付
）
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
現
地
の
力
は
、
こ
の
存
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ア
フ
ガ
ン
性

民
（
パ
キ
ス
タ
ン
側
）
の
約

T
数
の
一
五

0
万
人
ほ
ど
が
帰

郷
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
始
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
ダ

ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
燎
所
は
紘
々
と
帰
郷
す
る
難
民
で
て
ん
て

こ
開
の
よ
う
で
す
。
加
え
て
マ
ラ
リ
ア
の
人
流
行
と
結
核
の

増
加
で
、
＂
某
晶
袖
給
・
ス
タ
ソ
フ
の
増
貝
と
そ
の
対
応
が
予

想
以
上
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
の

J
A
M
S
本
部
も
、
他
の
難
民
拉
助
団
体

(
N
G

o)
の
撤
退
や
泊
動
休
11
に
よ
り
患
者
さ
ん
が
殺
到
、
今
年

度
卜
半
期
だ
け
で

J
A
M
S
の
総
診
燎
数
は
五
万
四
千
人

（
叶
年
は
一
年
間
で
四
万
人
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
地

の
市
業
も
こ
の
冬
か
ら
在
に
か
け
て
が
正
念
場
で
す
。
日
本

側
の
補
給
も
今
が
靡
ん
ば
り
峙
か
と
思
い
ま
す
。
更
な
る
ご

●
事
務
局
だ
よ
り

〔
べ
村
か
ら
〕

せきふうしゃ

石風社
福岡市中央区大名 1-2 -15 

電話092(714)4838振替福岡4-25227
月

理
陪
を
お
卯
い
い
た
し
ま
す
。

＊
こ
の
秋
に
は
中
村
先
作
を
は
じ
め
四
人
の
ワ
ー
カ
ー
が
硯

地
に
赴
き
ま
し
た
。
―
―
一
年
め
の
肱
田
石
け
似
婦
（
煎
児
島
出

身
）
、
三
以
め
の
林
放
射
線
技
帥
（
，
伽
岡
出
身
）
、
一

1
め
の

来
林
看
ば
婦
一
熊
本
出
身
）
、
に
谷
川
lJC帥
（
北
洵
迅
出
身
）

で
す
。
よ
う
や
く
私
た
ち
の
砧
動
も
現
地
の
土
以
に
恨
を
仲

ば
し
つ
つ
あ
る
と
百
え
る
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
c

息
の
長

い
持
続
だ
け
が
力
だ
と
息
い
ま
す
。

◇
喩
ア
ラ
ー
の
神
の
息
召
か
ど
う
か
、
い
つ
の
ま
に
か
巾
務
局

員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
は
お
金
を
数
え
、
あ
る
闊

は

T
紙
の
文
章
に
姐
を
悩
ま
し
、
そ
し
て
あ
る
肋
は
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
伯
区
の
絨
緞
丸
り
に
変
身
し
て
い
ま
す
。
知
ら
れ
ざ

る
ド
ク
タ
ー
中
村
の
ー
盆
韻
に
、
笑
っ
た
り
囚
っ
た
り
：
・
。
こ

こ
は
訓
で
も
で
き
る
事
の
あ
る
所
で
す
。
そ
し
て
無
印
良
晶

(
？
）
の
梨
し
い
仲
間
が
い
っ
ば
い
。
水
間
の
夜
、
気
腎
に

立
ち
奇
っ
て
下
さ
い
。
（
絨
鍛
買
っ
て
1
•

野
田
）

〔
お
即
い
〕
当
分
の
間
、
郵
仙
掠
枠
と

T
紙
は
従
来
通
り
福
圃

Y
M
C
A
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
宛
で
お
即
い
し
ま
す
。

（〒

810,伽
岡
巾
中
央
区
天
神
一

f
日

101刀
福
岡
三
和
ギ

ル
4
F
郵
便
批
枠
輻
岡

9

6

5

5

9

6
だ
一
ー
七
0
1
0
)
)

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
人
間
と
旧
界
に

つ
い
て
総
て
を
語
る
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
も
訪
張
で
は

な
い
。
貧
困
、
｛
出
の
格
栓
、
政
治
の
不
安
定
、
宗
教
対
立
‘

麻
没
、
戦
争
、
近
代
化
に
よ
る
伝
統
社
会
の
破
壊
、
お
よ

そ
凡
ゆ
る
発
展
途
上
国
の
捻
え
る
悩
み
が
こ
こ
に
集
中
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
悩
み
ば
か
り
て
は
な
い
。
我
々
が

忘
れ
去
っ
た
人
情
と
、
む
き
だ
し
の
人
間
と
神
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
（
著
者
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
暫
に
帥
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
広
療
活
動
を

支
援
し
、
必
要
な
佑
宜
・
勢
金
祈
動
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の
派
造
を
行
う
こ
と
を

H
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
息
想
・
伝
条
に
と
ら
わ
れ
す
、
「
支
え

あ
い
」
の
枯
神
で
一
炊
し
て
会
を
運
砕
口
す
る
。

④
会
員
は
一
口
年
額
三
、

0
0
0
円
以
上
、
学

lI
会

貝
一
ロ
一
、

O
O
O
E以
上
、
肋
別
会
い
一
ロ
一

0
、

0
0
0
円
以
上
の
年
会
骰
を
納
人
す
る
。

⑤

会

H
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
間
で
、
白
ら
創
狐
工

丈
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
抜
活
動
を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
晶
の
梵
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
柁
会
に
於
て
＂
右
十
名
の
述
管
委
員
を
選
打

し
会
の
連
噛
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
旬
年
総
会
に
て
釘
う
。

⑧
旬
年
一
回
稔
会
を
間
き
、
会

nl報
告
お
よ
び
会
の

辿
貨
に
つ
い
て
高
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

（
〒
八
一

0
福

岡

市

中

央

区

大

名

二
J

目
1

0
-

二
五
上
村
第
一
＿
ビ
ル
三

0
七

号

三
七
二
）
内
に
お
く
。

会

則

6
七
三
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